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主な内容

　３月 16 日に小国小学校で卒業式が開催されま
した。平成 29 年度の卒業生は１人。式典では、
卒業生の菊池萌生さんに卒業証書が授与されまし
た。小国小学校は平成 30 年３月末で閉校となり、
142 年の長き歴史に幕が降ろされました。



　

山
形
町
の
久
慈
市
立
小
国
小
学

校
（
花
輪
直
之
校
長
）
は
３
月
24

日
、
閉
校
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

小
国
小
学
校
は
４
月
１
日
か
ら
山

形
小
学
校
と
統
合
し
ま
す
。

　

閉
校
式
典
に
は
遠
藤
譲
一
市
長

や
加
藤
春
男
教
育
長
を
は
じ
め
市

内
の
教
育
関
係
者
や
歴
代
教
職

員
、
地
域
住
民
、
卒
業
生
な
ど
多

数
が
出
席
。
在
校
生
を
は
じ
め
多

く
の
卒
業
生
ら
が
大
き
な
声
で

「
校
歌
」
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

　

小
国
小
学
校
の
創
立
は
明
治
９

年
２
月
、地
区
の
中
心
部
に
あ
っ

た
お
寺
で
「
杉
下
小
学
校
」と
し

て
開
校
し
ま
し
た
。「
当
時
は
住
職

が
教
え
た
と
聞
い
て
い
ま
す
」と

地
域
の
人
は
話
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、明
治
17
年
に
「
小
国

小
学
校
」と
改
称
。明
治
23
年
に

「
小
国
尋
常
小
学
校
」に
な
り
、昭

和
16
年
に
は
「
小
国
国
民
学
校
」

と
な
り
ま
し
た
。戦
後
の
昭
和
22

年
４
月
に
新
制
「
小
国
小
学
校
」

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

小
国
小
学
校
の
校
歌
は
昭
和
33

年
７
月
に
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
節
に
「
蛍
雪
な
が
き
年
月

を
」
の
歌
詞
が
あ
り
ま
す
。

　

杉
下
小
学
校
創
立
か
ら
１
４
２

周
年
「
蛍
雪
な
が
き
年
月
を
」歩

み
続
け
、本
年
３
月
末
の
閉
校
に

至
り
ま
し
た
。

　

小
国
小
学
校
の
閉
校
時
の
全
児

童
数
は
６
年
生
１
人
、５
年
生
１

人
、２
年
生
１
人
の
合
計
３
人
で

す
。今
後
は
、山
形
中
学
校
、山
形

小
学
校
に
通
い
、新
た
な
環
境
で

勉
強
に
ス
ポ
ー
ツ
に
励
ん
で
い
き

ま
す
。

　

同
校
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
あ

げ
ら
れ
る
こ
と
は「
小
中
併
設
校
」

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
。小
国
中
学

校
は
昭
和
22
年
４
月
に
霜
畑
中
学

校
小
国
分
校
と
し
て
開
校
し
、小

国
小
学
校
に
併
設
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
27
年
に
小
国
中
学
校
と
し
て

独
立
昇
格
し
て
い
ま
す
。

明
治
９
年
２
月
創
立

　

～
１
４
２
年
の
歩
み
～

小
中
が
併
設
さ
れ
た
時
代　

　

～
ピ
ー
ク
時
は
１
９
２
人
～

蛍
雪
な
が
き
年
月
を

～
１
４
２
年
の
歴
史
に
幕
～

３
月
２４
日
小
国
小
学
校
閉
校

　

３
月
24
日
、
久
慈
市
立
小
国
小
学
校
で
閉
校
式
典
が
行
わ
れ
、

同
校
１
４
２
年
の
歴
史
に
ピ
リ
オ
ド
が
打
た
れ
ま
し
た
。
輝
か

し
い
同
校
の
歩
み
は
人
々
の
記
憶
に
い
つ
ま
で
も
残
り
続
け
る

で
し
ょ
う
。

昭和 36 年に撮影された小国小中学校
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少
人
数
に
な
っ
て
も

　

中
学
校
は
平
成
２
年
３
月
に
閉

校
し
山
形
中
学
校
と
統
合
し
ま
し

た
が
、
こ
の
間
、
ず
っ
と
小
学
校

に
併
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

小
国
小
学
校
の
閉
校
時
の
児
童

数
は
わ
ず
か
３
人
で
す
が
、
昭
和

30
年
代
か
ら
昭
和
40
年
代
に
は

２
０
０
人
に
迫
る
児
童
が
学
ん
で

い
ま
し
た
。
も
っ
と
も
児
童
数

が
多
か
っ
た
年
は
昭
和
40
年
で

１
９
２
人
。
こ
の
年
の
中
学
校
の

生
徒
数
は
91
人
で
、
小
中
合
わ
せ

て
２
８
３
人
が
同
校
で
学
ん
で
い

ま
し
た
。

　

な
お
、
昭
和
30
年
度
か
ら
昭
和

48
年
度
ま
で
の
19
年
間
は
、
小
中

合
わ
せ
て
２
０
０
人
以
上
が
在
籍

し
て
い
ま
し
た
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
小
国
小
学
校

は
中
学
校
と
併
設
さ
れ
て
い
た
時

代
が
長
く
、
学
校
行
事
や
地
域
活

動
は
中
学
校
か
ら
引
き
継
が
れ
た

も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
一
つ
に
「
小
国
自
然
愛
護

少
年
団
」
が
あ
り
ま
す
。

　

同
少
年
団
は
も
と
も
と
、昭
和

45
年
に
中
学
校
の
生
徒
た
ち
に

よ
っ
て
「
自
然
を
守
れ
！
」
と
結

成
さ
れ
た
も
の
。平
庭
高
原
な
ど

の
観
光
地
や
地
域
の
清
掃
、植
樹
、

鳥
の
巣
箱
づ
く
り
な
ど
美
し
い
自

然
環
境
を
守
る
た
め
の
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
少
年
団
の
思
い
は
小
学
校

児
童
に
も
受
け
継
が
れ
、
通
学
路

や
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
清
掃
活
動
を
年
に
数
回
、
毎
年

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

一
昨
年
は
、
八
幡
平
市
の
岩
手

県
県
民
の
森
で
開
か
れ
た
「
岩
手

県
緑
の
少
年
団
大
会
」
に
も
全
校

児
童
４
人
が
参
加
し
、
植
樹
活
動

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　　　

明
治
以
降
、
地
域
と
と
も
に

歩
ん
で
き
た
小
国
小
学
校
で
す

が
、
児
童
数
が
減
少
し
て
い
っ
た

平
成
に
入
っ
て
も
、
校
内
行
事
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
と
一

体
に
な
っ
た
催
事
は
、
な
お
活

発
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
少
人

数
の
運
動
会
は
、
児
童
た
ち
が

率
先
し
て
工
夫
を
凝
ら
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
く
み
上
げ
ま
し
た
。

地
域
の
人
た
ち
も
一
緒
に
な
っ

て
取
り
組
み
「
学
校
・
地
区
合

同
運
動
会
」
と
い
う
形
で
実
施
し
、

活
気
あ
ふ
れ
た
催
事
と
し
て
実
現

し
て
き
ま
し
た
。

　

敬
老
の
日
頃
に
は
、
毎
年「
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
会
」
を
行

い
、
校
庭
を
笑
顔
で
一
杯
に
し
ま

し
た
。
小
正
月
の「
も
ち
つ
き
大

会
」
で
は
小
国
古
然
食
の
会
を
は

じ
め
地
域
の
人
た
ち
の
指
導
の
も

と
子
ど
も
た
ち
は
ソ
バ
を
打
ち
、

み
ず
き
団
子
の
飾
り
つ
け
を
行
い

ま
し
た
。

　

小
国
自
治
会
主
催
の
「
内
間
木

洞
ま
つ
り
」
で
は
伝
統
芸
能
を
舞

い
、
テ
ン
ト
を
張
り
、
地
域
の
人

た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て
郷
土
食
の

販
売
を
行
う
な
ど
児
童
た
ち
は
大

活
躍
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
10
月
の
学
習

発
表
会
で
子
ど
も
た
ち
は
、
45
分

も
の
全
校
劇
「
吉
四
六
さ
ん
の
人

助
け
」
を
演
じ
ま
し
た
。
３
人
の

児
童
一
人
一
人
が
何
役
も
こ
な
す

活
躍
を
見
せ
、
駆
け
つ
け
た
地
域

の
人
た
ち
を
笑
顔
に
し
ま
し
た
。

中
学
か
ら
引
き
継
ぎ

　
　
　
　

活
発
に
展
開

「小国国民学校」時代の集合写真小国自然愛護少年団が誕生した結団式

200人を超える運動会 冬になると校庭がスケートリンクに 昭和 38 年ころの味噌汁給食

平成 21年の全校劇「小国大火」
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　今年で最後の卒業式なので昨日か
らドキドキしていました。でも今朝
はちゃんと早く起きることができ
ました。式の間はすごく緊張したけ
れど、間違わずにきちんとできてよ
かったです。
　山形小にいったら友達をいっぱい
作りたい！　楽しみです。

砂
す な が わ

川  大
だ い か く

閣くん
（２年生）

　ちょっと寂しいけれど、みんなに
感謝の気持ちを伝えられてよかった
です。中学校では勉強や部活動を頑
張りたいです。
　６年間過ごした小学校がなくなる
ことは悲しいけれど、私が最後の卒
業生だったので、閉校までしっかり
と過ごそうと思い、頑張りました。

　卒業式では萌生ちゃんへの「門出
の言葉」を気持ちを込めて言えまし
た。「ありがとうございました」と「頑
張って下さい」をしっかり伝えるこ
とができました。
　山形小にいったらマーチングバン
ドをするのがとても楽しみです。友
達と仲良くしたいです。

加
か と う

藤  美
み き

季さん
（５年生）

菊
き く ち

池  萌
め い

生さん
（６年生）

　

中
学
校
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き

た
活
動
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
小

国
小
学
校
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な

い
の
が
「
す
ず
ら
ん
訪
問
」
で
す
。

　

す
ず
ら
ん
訪
問
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
を
い
た
だ
い
た
「
感
謝
の

気
持
ち
」
を
形
に
し
て
お
返
し
し

よ
う
と
、
昭
和
40
年
に
中
学
校
生

徒
会
の
取
り
組
み
と
し
て
ス
タ
ー

ト
。
平
成
２
年
３
月
の
中
学
校
閉

校
に
と
も
な
い
小
学
校
に
受
け
継

が
れ
、
そ
の
後
も
毎
年
実
施
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
44
年
に
「
小
国
大
火
」
が

発
生
し
、
小
国
地
区
は
大
き
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
と
き
に

全
国
か
ら
支
援
が
届
き
、
こ
の
温

か
い
心
を
忘
れ
な
い
と
、
す
ず
ら

ん
訪
問
の
精
神
「
感
謝
・
い
た
わ

り
・
奉
仕
」
の
心
が
地
域
に
も
深

く
浸
透
し
ま
し
た
。

　

は
じ
ま
り
か
ら
実
に
52
回
、
半

世
紀
以
上
に
わ
た
り
続
け
ら
れ
て

き
た
す
ず
ら
ん
訪
問
は
同
校
の
代

名
詞
に
な
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

毎
年
５
月
、
小
国
の
野
山
に
咲

く
ス
ズ
ラ
ン
を
摘
み
、
体
育
館
で

花
束
に
し
て
、
市
内
の
福
祉
施
設

や
病
院
、
公
共
施
設
な
ど
を
訪

問
。
花
束
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド

を
添
え
て
、
い
た
わ
り
の
言
葉
と

と
も
に
一
人
一
人
に
手
渡
し
ま
し

た
。
久
慈
病
院
や
愛
山
荘
で
は
小

国
の
伝
統
芸
能
「
大だ

い

黒こ
く

舞ま
い

」
や

「
三さ

ん
ば
そ
う

番
叟
」
な
ど
を
披
露
。
す
ず

ら
ん
訪
問
が
始
ま
っ
た
頃
は
久
慈

病
院
１
カ
所
だ
け
の
訪
問
だ
っ
た

そ
う
で
す
が
、
平
成
29
年
度
は
市

内
18
カ
所
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

卒業式後の在校児童　インタビュー

すずらん訪問
～感謝・いたわり・奉仕の心～

久慈病院にすずらん訪問
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　小国小学校は初めて校長となっ
て赴任した学校。子どもたちは本当
に良い子で、地域と歴代の職員が
築き上げた一体感がすばらしい学
校です。長く続いてほしいという思
いはありましたが、最後の校長とし
て、役割をしっかりこなせるように
努めました。当校に関係したすべて
の人に深く感謝申し上げます。

小国小学校

花
は な わ

輪  直
な お ゆ き

之校長 　

３
月
16
日
、
小
国
小
学
校
最
後

の
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

式
典
で
は
、
卒
業
生
の
菊
池
萌
生

さ
ん
に
卒
業
証
書
を
授
与
。
花
輪

校
長
が
「
小
国
小
学
校
で
身
に
つ

け
た
自
信
と
誇
り
を
持
ち
、
最
後

の
卒
業
生
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。「
門
出
の
言
葉
」
で
は

菊
池
萌
生
さ
ん
が
「
忘
れ
ら
れ
な

い
思
い
出
を
胸
に
、
私
は
新
し
い

学
び
舎
へ
歩
み
だ
し
ま
す
。
ど
ん

な
時
も
支
え
て
く
れ
る
お
母
さ
ん

は
私
の
大
き
な
目
標
で
す
。
お
父

さ
ん
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
教
え
ら
れ
る
人
に
な
り
た
い
で

す
」
と
み
ん
な
へ
の
感
謝
や
明
日

へ
の
希
望
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
「
さ
よ
う
な
ら
大
好
き
な
小
国

小
学
校
、
さ
よ
う
な
ら
」
と
涙
な

が
ら
に
最
後
の
言
葉
を
話
す
と
、

会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
、
み
ん
な
に
見
送
ら
れ

菊
池
さ
ん
は
大
好
き
な
小
学
校
を

旅
立
ち
ま
し
た
。　

　　

小
国
地
域
の
住
民
が
組
織
し

た
「
小
国
小
学
校
閉
校
記
念
事
業

実
行
委
員
会
」（
二
橋
修
実
行
委
員

長
）の
閉
校
記
念
誌
部
会
で
は「
蛍

雪
な
が
き
年
月
を
」と
題
し
た
閉

校
記
念
誌
を
２
月
28
日
に
発
行
。

記
念
誌
に
は
生
き
生
き
と
輝
く
児

童
た
ち
の
姿
や
、国
民
学
校
時
代
、

小
中
学
校
併
設
時
代
の
こ
ろ
の
写

真
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

尋
常
小
学
校
に
通
っ
た
人
や
小
中

学
校
併
設
時
代
に
小
学
生
だ
っ
た

人
な
ど
を
発
言
者
に
迎
え
た
座
談

会
、在
校
児
童
の
座
談
会
、最
後
の

職
員
の
座
談
会
な
ど
も
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

創
立
以
来
、小
国
小
学
校
を
巣

立
っ
た
卒
業
生
は
お
よ
そ
千
人
。

市
内
は
も
と
よ
り
県
内
外
、海
外

な
ど
で
活
躍
す
る
多
く
の
人
材
を

輩
出
し
て
き
ま
し
た
。同
校
の
刻

ん
で
き
た
軌
跡
に
心
か
ら
の
拍
手

を
送
り
ま
す
。

心
か
ら
の
拍
手
を

最
後
の
卒
業
式

春の山体験全校劇「吉四六さんの人助け」

最後の卒業式。一緒に記念撮影

全校児童３人での授業佐藤良子先生と教室でピース

卒業式当日の黒板には担任の千葉弘助先生のメッセージ
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受賞者全体での記念撮影

平
成
29
年
度
　
教
育
奨
励
賞
・
市
民
文
芸
賞

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
、
少
年
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

　

３
月
９
日
、
ア
ン
バ
ー
ホ
ー
ル
で
文
化
・
体
育
分
野
に
お

け
る
功
績
を
た
た
え
、
31
人
15
団
体
に
市
長
表
彰
・
教
育
委

員
会
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。（
敬
称
略
、
学
年
は
受
賞
時
点
）

◆
文
化
賞

◆
体
育
賞 

ス
ポ
ー
ツ
賞

　
教
育
奨
励
賞

　

亀か
め
だ田

聖せ
い
や也

（
久
慈
小
学
校
３
年
）

　
　

第
63
回
青
少
年
読
書
感
想
文
岩
手
県
コ
ン
ク
ー
ル　

　
　

 

小
学
校
中
学
年
部
門　

最
優
秀
賞
（
課
題
図
書
）

　　

繁は
ん
だ田
心し

ん
ば絆
（
久
慈
小
学
校
３
年
）

　
　

第
42
回
全
国
児
童
生
徒
木
工
工
作
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

岩
手
県
大
会  

第
１
部
門  

小
学
校
低
学
年

　
　

最
優
秀
賞
（
ク
ロ
ス
テ
ラ
ス
盛
岡
賞
）

　

久
慈
中
学
校
吹
奏
楽
部

　
　

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
第
55
回
岩
手
県
大
会

　
　

中
学
校
小
編
成
の
部　

金
賞

　
　
（
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
第
60
回
東
北
大
会
出
場
）

　　

久
慈
中
学
校
マ
ン
ド
リ
ン
部

　
　

平
成
29
年
度
Ｉ
Ｂ
Ｃ
こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

中
学
校
合
奏
第
１
部
門　

優
秀
賞

　
　

 （
平
成
29
年
度
こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
東
北
大
会
出
場
）

　　　

四よ
つ
や
く役
ひ
か
り
（
久
慈
高
等
学
校
３
年
）

    　

第
72
回
東
北
高
等
学
校
陸
上
競
技
大
会

女
子
円
盤
投　

第
２
位

　

夏な
つ
い井

勇ゆ
う
き輝

（
久
慈
高
等
学
校
２
年
）

    　

第
22
回
東
北
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

男
子
砲
丸
投　

第
２
位

　

　

畠は
た
け
や
ま山
千ち

か果
（
久
慈
高
等
学
校
２
年
）

　
　

第
68
回
岩
手
県
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会

女
子
砲
丸
投　

第
１
位

　

大お
お
み
や宮
秀し

ゅ
う
た太
（
久
慈
高
等
学
校
１
年
）

　
　

第
40
回
全
国
高
等
学
校
柔
道
選
手
権
大
会
岩
手
県
大
会

　
　
　

男
子
個
人
81
㎏
級　

第
１
位

　　

久
慈
Ｋ
・
Ｏ
・
Ｓ

　
　

第
32
回
東
北
地
域
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

　
　

第
１
位

　

坂さ
か
し
た下
歌か

の
ん音
（
久
慈
小
学
校
５
年
）

　
　

第
14
回
岩
手
県
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会

　
　

小
学
５
年
生
女
子
40
㎏
超
級　

第
１
位

　
　
　

　

成な
り
や谷

葵あ
お
い衣

（
久
慈
小
学
校
４
年
）　

　
　

知
事
杯
争
奪
第
39
回
岩
手
県
少
年
空
手
道
選
手
権
大
会

小
学
４
年
生
女
子　

個
人
形　

第
１
位

◆
体
育
賞 

少
年
ス
ポ
ー
ツ
賞
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謝辞を述べる久慈高等学校野球部の宇部堅人さん

記念の盾を受け取る大宮秀太さん 賞状を受け取る山本承一さん

◆スポーツ奨励賞
　�▶久慈高等学校硬式野球部▶水

みずさわ

澤玲
れ い や

弥
（久慈市剣道協会）▶久慈市柔道協会▶
久慈市ゲートボール協会▶久慈市クレー
射撃協会

◆少年スポーツ奨励賞
　�▶岸

きしさと

里遙
は る な

那（小久慈小５年）[ 空手 ] ▶
前
まえはた

端二
に こ

湖（久慈小５年）[ 空手 ] ▶一
いちのへ

戸
柚
ゆう

（宇部小５年）[ 柔道 ] ▶女
おんなざわ

澤美
み う

佑（平
山小２年）[ 空手 ] ▶岡

おかざわ

澤祥
しょうたろう

太郎（久慈
中３年）[ 柔道 ] ▶勝

か っ た

田時
ときなり

成（久慈中３
年）[ 柔道 ] ▶梶

か じ や

谷祥
しょうご

冴（久慈中３年）[ ソ
フトテニス ] ▶高

たかはし

橋諒
りょう

（久慈中３年）[ ソ
フトテニス]▶石

い し い

井達
た つ や

也（久慈中３年）[陸
上競技3000ｍ ] ▶須

す と う

藤結
ゆ い こ

子（長内中３年）
[ 柔道 ] ▶小

お だ

田武
む さ し

蔵（三崎中２年）[ 陸上
競技800ｍ・1500ｍ ] ▶榎

え の き

木沙
さ き

姫（久慈
中１年）[ 柔道 ] ▶久慈中学校男子柔道
部▶久慈中学校男子ソフトテニス部

　
市
民
文
芸
賞

　　　

三
船
十
段
記
念
館
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

    　

第
40
回
岩
手
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
柔
道
大
会

団
体　

第
１
位

　

佐さ
と
う藤
暖あ

こ心
（
長
内
中
学
校
３
年
）

    　

第
20
回
全
日
本
女
子
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　

体
重
別
選
手
権
大
会
東
北
予
選
会

44
㎏
級　

第
１
位

　

　

佐さ

さ

き

々
木
一か

ず
ま真

（
長
内
中
学
校
３
年
）

　
　

第
64
回
岩
手
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
柔
道
競
技

男
子
個
人　

50
㎏
級　

第
１
位

　

女お
ん
な
ざ
わ澤
美み

は
る晴
（
夏
井
中
学
校
２
年
）

　
　

第
46
回
東
北
地
区
空
手
道
選
手
権
大
会

　
　

中
学
２
年
生
女
子　

個
人
組
手　

第
３
位

　

吉よ
し
だ田

朱あ
か
り里

（
久
慈
中
学
校
２
年
）

　
　

第
54
回
東
北
中
学
校
ス
キ
ー
大
会　
　
　

 　
　
　

　

女
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム　

第
３
位

　　

長
内
中
学
校
女
子
柔
道
部

　
　

第
40
回
東
北
中
学
校
柔
道
大
会

　
　
　

女
子
団
体　

第
３
位

　

久
慈
来
内
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　

第
24
回
東
北
地
域
ジ
ュ
ニ
ア
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　

第
１
位

　

長
内
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　

第
37
回
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

柔
道
交
流
大
会　

中
学
生
女
子
の
部　

第
３
位

　

夏
井
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

▼
功
績
…
岩
手
県
民
長
寿
体
育
祭
い
き
い
き
シ
ニ
ア

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
お
い
て
、
優
秀
な
成
績
を
残
し
、

取
り
組
み
は
地
域
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
。
そ
の
活

動
は
他
と
比
較
し
て
顕
著
な
も
の
で
あ
る
た
め
。

　

下し
も
だ
て舘

真ま
さ
き樹

（
一
関
学
院
高
等
学
校
３
年
）

▼
功
績
…
男
子
第
68
回
全
国
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大

会
に
お
い
て
７
区
区
間
賞
、
岩
手
県
勢
60
年
ぶ
り
の

男
子
総
合
成
績
５
位
入
賞
に
大
き
く
貢
献
、
そ
の
健

闘
が
市
民
に
深
い
感
銘
を
与
え
た
た
め
。

　

　

久
慈
市
立
長
内
小
学
校

　
　

平
成
29
年
安
全
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰

　

学
校
安
全
関
係　

団
体

　　

面め
ん
だ
い代
祐ゆ

う
こ子　

短
歌「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

　　　

山や
ま
も
と本

承し
ょ
う
い
ち一　

文
芸
評
論「『
影
裏
』を
読
ん
で
」

　

澤さ
わ
せ瀬
海か

い
ざ
ん山　

俳
句「
日
々
是
好
日
」

　

琵び

わ

さ

か

琶
坂
香か

な

こ

奈
子　

短
歌「
四
季
の
し
ら
べ
」

　

坂さ
か
も
と本

愛あ
い
り莉　

俳
句「
き
せ
つ
」

◆
体
育
賞 

優
良
団
体
賞

◆
体
育
賞 

体
育
特
別
賞

◆
学
校
保
健
賞

◆
一
般
の
部　

市
民
文
芸
優
秀
賞

◆
一
般
の
部　

市
民
文
芸
奨
励
賞

◆
小
学
生
の
部　

市
民
文
芸
奨
励
賞
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遠藤譲一氏が再選
久慈市長選挙

遠藤　譲一

嵯峨　壱朗

（64）  無所属・現

（59）  無所属・新

11,320票

8,862票

当
投票・開票結果

　

任
期
満
了
に
伴
う
久
慈
市
長
選
挙
の
投
票
が
３
月
18
日
、
市

内
60
カ
所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
民
体
育
館
で
行
わ

れ
た
即
日
開
票
の
結
果
、
遠
藤
譲
一
氏
が
再
選
し
ま
し
た
。
遠

藤
市
長
の
任
期
は
２
０
２
２
年
３
月
25
日
ま
で
で
す
。

男 女 計
当日の有権者数 ( 人） 14,305 15,685 29,990

投票者数
（人）

当日投票者数 9,278 11,013 20,291
　うち有効投票 － － 20,182
　うち無効投票 － － 109

投票率（％） 64.86 70.21 67.66

　

３
月
11
日
に
告
示
さ
れ
た
、
任

期
満
了
に
伴
う
久
慈
市
長
選
挙
に

は
届
け
出
順
に
、嵯
峨
壱
朗
氏（
無

所
属
新
）、
遠
藤
譲
一
氏（
無
所
属

現
）
の
2
人
が
立
候
補
し
ま
し
た
。

　

翌
日
か
ら
多
く
の
有
権
者
が
市

役
所
や
山
形
総
合
支
所
に
設
置
さ

れ
た
期
日
前
投
票
所
で
投
票
を
行

い
ま
し
た
。
今
回
の
市
長
選
挙

の
期
日
前
投
票
の
投
票
率
は
22
・

19
％
。
前
回
の
市
長
選
挙
と
比
較

し
て
４
・
16
ポ
イ
ン
ト
の
増
と
な

り
、
制
度
の
定
着
を
裏
付
け
る
投

票
率
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
18
日
の
投
票
日
に
は
、
早

朝
か
ら
多
く
の
人
が
投
票
所
に
訪

れ
ま
し
た
。
同
日
の
午
後
８
時
か

ら
は
市
民
体
育
館
で
開
票
が
行
わ

れ
、
約
１
６
０
人
の
市
民
が
参
観

す
る
中
、
約
２
５
０
０
票
の
差
で

遠
藤
譲
一
氏
が
再
選
し
ま
し
た
。

　

投
票
当
日
の
有
権
者
数
は

２
万
９
９
９
０
人
、
投
票
者
数
は

２
万
２
９
１
人
、
投
票
率
は
67
・

66
％
で
平
成
26
年
の
市
長
選
挙
を

２
・
68
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。
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で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
台
風
10
号

関
連
に
つ
い
て
は
、
被
災
事
業
者

の
ほ
と
ん
ど
が
復
旧
を
果
た
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
道
路
・
河
川
な

ど
の
生
活
基
盤
の
復
旧
は
、
建
設

業
界
の
人
手
不
足
な
ど
に
よ
り
、

若
干
の
遅
れ
が
出
て
い
た
と
こ
ろ

で
し
た
が
、
こ
の
状
況
も
徐
々
に

解
消
さ
れ
、
工
事
も
順
調
に
進
ん

で
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
災
害
対
策
と
し

て
雨
水
排
水
路
や
排
水
ポ
ン
プ
整

備
と
併
せ
て
、
各
地
区
の
自
主
防

災
組
織
の
結
成
化
の
向
上
と
活
動

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

最
重
要
課
題
で
あ
る
人
口
減
少

対
策
に
つ
い
て
は
、
若
者
の
地
元

定
着
率
の
向
上
や
企
業
誘
致
を
含

む
安
定
し
た
雇
用
の
受
け
皿
の
拡

大
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
策
の
さ
ら

な
る
充
実
も
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

八
戸
～
仙
台
間
が
無
料
で
通
行

で
き
る
三
陸
沿
岸
道
路
の
全
線
完

成
に
よ
り
、
車
の
流
れ
が
内
陸
か

ら
三
陸
沿
岸
に
大
き
く
シ
フ
ト
す

る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

高
速
道
路
の
開
通
に
よ
り
、
八
戸

～
久
慈
間
が
40
分
で
結
ば
れ
る
こ

と
か
ら
、
魅
力
あ
る
誘
客
施
設
と

し
て
、
管
内
４
市
町
村
が
連
携
・

協
力
し
て
、
夏
井
町
に
「
広
域
道

の
駅
」
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。
管
内
４
市
町
村
の

海
・
里
・
山
の
旬
の
豊
富
な
産
物

を
広
域
道
の
駅
で
販
売
す
る
こ
と

に
よ
り
、
一
次
産
業
の
さ
ら
な
る

振
興
と
所
得
の
向
上
を
図
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

総
合
運
動
公
園
の
整
備
に
つ
い

て
も
、
ま
ず
は
野
球
場
と
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
に
つ
い
て
は「
あ
ま
ち
ゃ

ん
」
効
果
を
持
続
し
つ
つ
、
新
た

に
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ヘ
ル
ス

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
り
、
国
内
外
か

ら「
大
人
」の
誘
客
促
進
を
図
る
と

と
も
に
、久
慈
市
の
歴
史
・
人
物
な

ど
に
着
目
し
、施
設
整
備
と
と
も
に

市
民
の
皆
さ
ま
の
学
習
の
場
づ
く

り
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　　　

今
後
と
も
行
財
政
改
革
を
進
め

な
が
ら
、
対
話
重
視
の
市
政
運
営

を
継
続
し
、
市
民
の
声
を
市
政
に

反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
市
民
目

線
に
立
っ
た
分
か
り
や
す
い
情
報

発
信
に
努
め
、
久
慈
市
に
「
住
み

た
い
、
住
み
続
け
た
い
」
と
思
う

「
女
性
に
や
さ
し
い　

子
ど
も
た

ち
に
誇
れ
る　

笑
顔
日
本
一
の
ま

ち　

久
慈
」
を
築
い
て
ま
い
り
ま

す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
よ
り
一
層
の

ご
協
力
・
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

女
性
に
や
さ
し
い

子
ど
も
た
ち
に
誇
れ
る

笑
顔
日
本
一
の
ま
ち
久
慈

64歳。中央大学法学部卒。昭和52年岩手県採用。青少年・
男女共同参画課総括課長、県南広域振興局北上総合支局長
などを歴任。平成 26 年に久慈市長に就任

Profile

▶復興災害プロジェクト▶出会いと地元愛プロジェクト
▶子育てしやすい・女性にやさしいまちプロジェクト▶
基幹産業活性化プロジェクト▶道路整備促進プロジェク
ト▶魅力ある仕事起こしプロジェクト▶みんなに愛され
るマイバス・マイレールプロジェクト▶あまちゃんのふる
さとを全国へ、世界へ広めます。
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久
慈
市
の
皆
さ
ま
、
こ
の
た
び

の
市
長
選
挙
に
お
い
て
、
市
民
の

皆
さ
ま
か
ら
改
め
て
多
く
の
ご
支

持
を
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
久
慈

市
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　　

こ
れ
ま
で
も
東
日
本
大
震
災
や

台
風
10
号
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復

興
を
最
重
点
に
取
り
組
ん
で
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
東
日
本
大
震
災

対
応
に
つ
い
て
は
、
順
調
に
進
ん

災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興

人
口
減
少
・
少
子
化

・
高
齢
化
対
策

広
域
道
の
駅
・

　
　

総
合
運
動
公
園
整
備

観
光
の
ま
ち
づ
く
り

市
民
参
加
に
よ
る

「
女
性
に
や
さ
し
い

   

笑
顔
日
本
一
の
ま
ち
」

づ
く
り

Policy
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平
成
28
年
８
月
の
台
風
10
号
に
よ
る
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
が

順
調
に
進
む
中
、
災
害
か
ら
の
復
興
を
飛
躍
に
つ
な
げ
、
市
の
更
な

る
発
展
を
確
か
な
も
の
と
す
る
平
成
30
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

２
月
８
日
に
開
か
れ
た
市
議
会
２
月
定
例
会
本
会
議
で
、
遠
藤
譲

一
市
長
は
平
成
30
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
、「
久
慈
市
総
合
計
画
」

の
推
進
と
雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善
、
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
、
教

育
環
境
の
整
備
・
充
実
と
い
う
方
針
を
示
し
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の

概
要
、
予
算
、
お
よ
び
人
事
異
動
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

施
政
方
針

総
合
計
画
の
推
進
と
選
択
・

集
中
の
効
率
的
な
市
政
運
営

　

ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を
図

り
、
北
三
陸
地
方
特
有
の
地
域
資

源
を
活
用
し
、
訪
日
外
国
人
の
受

入
れ
と
滞
在
コ
ン
テ
ン
ツ
の
強
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
健
康
増
進
と
、
ヘ
ル
ス

ケ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
に
向
け
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
日
本
一
の
地
域
づ
く
り

　

ふ
る
さ
と
点
検
等
の
更
な
る
展

開
と
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き

た
地
区
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
を
通
じ
て
、

住
民
と
行
政
が
地
域
の
課
題
を
共

有
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
魅
力

を
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

■
安
心
・
安
全
の
ま
ち

　

防
災
行
政
無
線
の
難
聴
世
帯
の

解
消
に
向
け
、
引
き
続
き
防
災
情

報
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
配
信
や
防

災
行
政
無
線
電
話
再
応
答
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
推
進
を
図
り
、
市
民
の

皆
様
へ
の
正
確
な
情
報
伝
達
に
努

め
る
と
と
も
に
、
地
域
防
災
力
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■�

愛
さ
れ
る
公
共
交
通

　

ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
た
地
域

公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
策
定
を

進
め
、
公
共
交
通
機
関
の
維
持
・

存
続
と
、
暮
ら
し
の
足
の
確
保
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
安
心
で
き
る
医
療
福
祉

　

見
守
り
や
地
域
活
動
を
通
じ
た

地
域
、
事
業
所
、
市
の
連
携
体
制

を
整
え
、
高
齢
者
を
支
え
る
共
助

の
力
を
育
み
、
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
醸
成
を
進
め
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
健
康
維
持
、
意
識
向
上

の
普
及
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、

地
域
で
つ
な
が
り
支
え
あ
う
体
制

づ
く
り
を
推
進
し
、
自
殺
予
防
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

医
師
確
保
に
係
る
要
望
を
継
続

し
、
県
及
び
市
町
村
が
共
同
実
施

す
る
医
師
養
成
事
業
に
よ
る
人
材

育
成
に
取
り
組
み
、
養
成
医
師
の

市
内
医
療
施
設
へ
の
配
置
に
つ
い

て
、
県
、
医
療
局
、
大
学
に
対
し

働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

柔
軟
か
つ
効
果
的
な
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
運
用
に
つ
い
て
働
き
か
け

を
行
い
、
救
急
医
療
体
制
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
出
愛
い
と
地
元
愛
の
育
み

　

結
婚
支
援
イ
ベ
ン
ト
へ
の
補
助
、

縁
結
び
支
援
員
に
よ
る
結
婚
相
談

や
出
会
い
の
機
会
の
創
出
及
び
い

き
い
き
岩
手
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
登
録
料
に
対
す
る
補
助
金
の

交
付
な
ど
結
婚
希
望
者
へ
の
支
援

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
の
子
ど
も
達
が
地
域
の
魅

力
を
再
認
識
す
る
た
め
の
体
験
機

会
を
創
出
し
、
地
元
愛
の
育
成
と

地
元
定
着
に
繋
が
る
取
り
組
み
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
魅
力
あ
る
仕
事
起
し

　

市
内
事
業
所
の
魅
力
を
知
り
、

地
元
へ
の
就
職
に
関
心
を
高
め
る

こ
と
に
よ
り
、
当
市
の
産
業
を
担

う
人
材
の
確
保
に
つ
な
げ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

産
・
学
・
官
・
金
が
一
体
と
な
っ

て
資
金
や
販
路
な
ど
の
経
営
課
題

の
解
決
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
に
係
る
人

材
育
成
支
援
を
行
う
「
高
度
人
材

育
成
事
業
」
へ
の
支
援
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ

た
地
域
資
源
や
企
業
の
魅
力
発
信

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
内
事
業
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
参
加
を
支
援
す

る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
事
業
の

展
開
を
促
進
し
、
雇
用
の
拡
大
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い

と
思
う
ま
ち
づ
く
り
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る
漁
業
に
対
し
て
、
積
極
的
な
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
近
年
の
イ

カ
や
サ
ケ
の
不
漁
を
受
け
、
巻
き

網
船
の
誘
致
活
動
を
積
極
的
に
行

う
な
ど
、
県
や
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
魅
力
あ
る
水
産

業
の
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

久
慈
駅
前
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

駅
前
交
通
広
場
及
び
市
道
は
平
成

30
年
度
中
の
完
成
、
駅
前
複
合
施

設
は
平
成
31
年
度
中
の
完
成
と

オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
、
事
業
の

進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

企
業
誘
致
活
動
に
よ
る
雇
用
の

場
の
創
出
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充

実
等
に
よ
る
人
材
の
確
保
・
育
成

対
策
に
取
り
組
み
、
商
工
業
等
の

振
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

久
慈
な
ら
で
は
の
観
光
資
源
を

有
効
的
に
活
用
す
る
よ
う
情
報
発

信
を
行
う
と
と
も
に
、
魅
力
あ
る

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
観
光
地
の

ル
ー
ト
化
や
観
光
施
設
の
回
遊
性

向
上
に
取
り
組
み
、
外
国
人
観
光

客
を
含
め
た
誘
客
に
努
め
、
観
光

客
に
選
ば
れ
る
観
光
地
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
最
後
に

　

今
後
と
も
最
小
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
、
効

率
的
な
市
政
運
営
に
全
力
を
傾
注

し
て
ま
い
り
ま
す
。

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

畜
産
農
家
の
経
営
安
定
、
担
い

手
の
育
成
・
確
保
を
図
る
た
め
、

施
設
の
長
寿
命
化
や
生
産
基
盤
整

備
に
対
す
る
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
優
良
牛
の
確
保
・
増
頭
対
策
、

価
格
安
定
対
策
、
ま
た
水
田
活
用

の
維
持
も
含
め
た
耕
畜
連
携
の
強

化
を
図
る
な
ど
体
質
の
強
い
産
地

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
山
形
村
短
角
牛
」
の
ブ
ラ
ン

ド
力
向
上
の
た
め
、
安
定
し
た
生

産
出
荷
体
制
や
生
産
か
ら
流
通
ま

で
の
一
貫
体
制
整
備
な
ど
、
生
産

基
盤
の
強
化
に
向
け
、
短
角
牛
振

興
プ
ラ
ン
の
策
定
に
取
り
組
み
、

生
産
者
を
中
心
に
関
係
機
関
一
体

と
な
っ
て
、
安
全
安
心
を
発
信
す

る
と
と
も
に
、
短
角
牛
飼
育
経
営

安
定
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ウ
ニ
、
ア
ワ
ビ
、
ヒ
ラ
メ
及
び

淡
水
魚
の
放
流
や
、
ウ
ニ
の
深
浅

移
植
及
び
給
餌
等
、
つ
く
り
育
て

り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
を

深
め
る
と
と
も
に
多
様
な
学
習
機

会
の
提
供
と
支
援
に
努
め
、
郷
土

を
愛
し
、
復
興
・
発
展
を
支
え
る

人
材
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
全
体
で
子
育
て
で
き
る
環

境
づ
く
り
と
地
域
の
教
育
力
の
向

上
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

各
種
文
化
財
や
史
跡
、
郷
土
芸

能
な
ど
、
貴
重
な
文
化
遺
産
の
保

護
と
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
久

慈
の
歴
史
や
文
化
を
積
極
的
に
内

外
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

柔
道
教
室
や
企
画
展
の
開
催
等

を
推
進
し
、
柔
道
人
口
の
拡
大
や

競
技
力
の
向
上
、
青
少
年
の
健
全

育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

女
性
や
若
者
が
持
つ
、
新
し
い

発
想
や
能
力
を
活
用
す
る
こ
と
で

地
域
の
活
性
化
を
図
り
、
男
女
共

同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た
行
動
が

で
き
る
人
材
・
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

担
い
手
農
家
の
育
成
・
確
保
に

向
け
、
意
欲
あ
る
農
業
者
が
将
来

に
わ
た
り
持
続
可
能
な
農
業
経
営

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く

　

認
知
症
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
等
の
平
成
30
年
度
の
開

所
に
向
け
て
整
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
の
た
め
計
画
的
整
備
に

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

お
産
・
子
育
て
支
援
事
業
を
継

続
し
、
県
や
医
療
機
関
と
連
携
し

て
妊
産
婦
支
援
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

地
元
企
業
に
よ
り
設
立
し
た
久

慈
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
に
出
資
す

る
と
と
も
に
、
自
治
体
新
電
力
に

よ
る
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
取

り
組
み
、
官
民
共
同
の
地
域
活
性

化
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

総
合
防
災
公
園
と
旭
町
及
び
夏

井
町
を
結
ぶ
園
路
が
、
平
成
30
年

度
末
に
完
成
す
る
見
込
み
で
あ
り
、

全
施
設
の
早
期
完
成
を
目
指
し
、

整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
健
康
の
保
持
増
進
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
医
療
費
助
成
制

度
の
拡
充
に
向
け
た
検
討
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

幼
児
期
の
教
育
・
保
育
環
境
や

地
域
の
子
育
て
支
援
環
境
の
充
実

を
図
り
、
子
育
て
世
代
が
安
心
し

て
働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く

　

住
民
参
加
型
の
地
域
づ
く
り
活

動
を
促
す
た
め
、
市
民
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

更
な
る
住
民
自
治
の
推
進
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
市
民
が
健
康
で
安
心

し
て
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
地
域
共
生
社
会
の
実
現

の
た
め
、
関
係
機
関
、
団
体
及
び

市
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
り
、

福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
の
普

及
啓
発
に
よ
り
、
人
と
人
の
つ
な

が
り
を
通
じ
て
、
参
加
者
や
通
い

の
場
が
継
続
的
に
拡
大
し
て
い
く

よ
う
な
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

資
源
を
生
か
す
魅
力
と
や
り
が

い
の
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

共
に
支
え
、
元
気
と
安
ら
ぎ

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

総
合
力
豊
か
な
人
材
を

育
て
る
ま
ち
づ
く
り

平成 30年度久慈市の動き　施政方針

●  

基
礎
戦
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平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
２
０
５
億
７
６
０
０
万

円
。
本
年
度
は
骨
格
予
算
の
た
め
、
平
成
29
年
度
と
比
較
し
て

20
億
９
４
５
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

緊
急
の
課
題
で
あ
る
台
風
10
号
被
害
関
連
の
復
旧
事
業
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
限
ら
れ
た
財
源
の
効
果
的
な
活
用
に
努
め
な
が
ら
、

市
総
合
計
画
に
基
づ
く
事
業
、
子
育
て
支
援
の
拡
充
、
駅
前
整
備
事

業
な
ど
を
優
先
し
て
予
算
を
配
分
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。　

※
金
額
は
１
万
円
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す

台
風
10
号
復
旧
・
復
興
を
優
先

子
育
て
世
帯
の
支
援
を
重
視

　

平
成
30
年
度
予
算
は
総
合

計
画
基
本
構
想
に
基
づ
く
事

業
、
災
害
復
旧
復
興
事
業

を
優
先
し
ま
し
た
。
台
風
10

号
の
復
旧
復
興
に
係
る
予
算

は
10
億
７
２
４
６
万
円
、
東

日
本
大
震
災
に
係
る
予
算

（
復
興
計
画
掲
載
事
業
）
は

９
億
３
２
９
６
万
円
と
全
体

予
算
の
９
・
７
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
災
害
に
係
る
予
算

を
除
い
た
通
常
経
費
予
算
は

１
８
５
億
７
０
５
８
万
円
。
昨

年
度
か
ら
約
２
億
４
６
３
４
万

円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
久
慈

駅
前
整
備
事
業
の
本
格
実
施
、

久
慈
地
区
ご
み
焼
却
場
の
長
寿

命
化
整
備
等
に
よ
る
久
慈
広
域

連
合
へ
の
負
担
金
、
大
川
目
市

（
源
財
主
自

26
・
６
％
）

（
源
財
存
依

73
・
４
％
）

民生費
61億   561万円（29.7％）

公債費
28億2,897万円（13.7％）

総務費
22億8,145万円（11.1％）

商工費
19億5,399万円（  9.5％）

教育費
16億     69万円（  7.8％）

土木費
13億9,659万円（  6.8％）

農林水産業費
10億8,113万円（  5.3％）

その他
  2億8,614万円（  1.4％）

消防費
  9億1,021万円（  4.4％）

市税
37億8,999万円（18.4％）

繰入金
  3億9,293万円（  1.9％）

諸収入
  6億9,336万円（  3.4％）

その他
  6億   433万円（  2.9％）

地方交付税
66億9,386万円（32.5％）

国庫支出金
38億2,535万円（18.6％）

市債
20億3,006万円（  9.9％）

県支出金
15億5,895万円（  7.6％）

地方消費税交付金
  6億9,493万円（  3.4％）

地方譲与税
  2億1,942万円（  1.1％）

その他
        7,282万円（  0.4％）

衛生費
11億3,152万円（  5.5％）

災害復旧費
  9億9,970万円（  4.8％）

歳
入　

２
０
５
億
７
６
０
０
万
円

予
算
編
成
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民
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
費
、
子

ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給

付
事
業
な
ど
の
事
業
に
重
点
的

に
配
分
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
を
財
源
別

に
見
る
と
、
市
税
な
ど
の
自
主

財
源
が
54
億
８
０
６
１
万
円
で

前
年
度
比
３
億
１
３
４
６
万
円

の
減
。
対
し
て
国
か
ら
配
分

さ
れ
る
地
方
交
付
税
や
国
県

支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
は

１
５
０
億
９
５
３
９
万
円
で
、

依
存
財
源
が
歳
入
に
占
め
る
割

合
は
73
・
４
％
と
前
年
比
０
・

９
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

（
源
財
主
自

26
・
６
％
）

（
源
財
存
依

73
・
４
％
）

民生費
61億   561万円（29.7％）

公債費
28億2,897万円（13.7％）

総務費
22億8,145万円（11.1％）

商工費
19億5,399万円（  9.5％）

教育費
16億     69万円（  7.8％）

土木費
13億9,659万円（  6.8％）

農林水産業費
10億8,113万円（  5.3％）

その他
  2億8,614万円（  1.4％）

消防費
  9億1,021万円（  4.4％）

市税
37億8,999万円（18.4％）

繰入金
  3億9,293万円（  1.9％）

諸収入
  6億9,336万円（  3.4％）

その他
  6億   433万円（  2.9％）

地方交付税
66億9,386万円（32.5％）

国庫支出金
38億2,535万円（18.6％）

市債
20億3,006万円（  9.9％）

県支出金
15億5,895万円（  7.6％）

地方消費税交付金
  6億9,493万円（  3.4％）

地方譲与税
  2億1,942万円（  1.1％）

その他
        7,282万円（  0.4％）

衛生費
11億3,152万円（  5.5％）

災害復旧費
  9億9,970万円（  4.8％）

特
別
会
計

企
業
会
計

　特別会計は、特定の事業を一般会計と区分したり、
特定の歳入と歳出を区別して処理する会計です。
■土地取得事業…………………………………  10万円

■国民健康保険事業勘定……………  39 億 9,499 万円

■国民健康保険直営診療施設勘定……  1 億 9,772 万円

■後期高齢者医療………………………  3 億 1,890万円

■魚市場事業………………………………   1,831 万円

■漁業集落排水事業…………………   3 億 1,263 万円

■公共下水道事業……………………  11 億 2,713 万円

合計　59億 6,978万円

　公営企業会計は、事業で得られる収入で経費を賄
う独立採算制を原則とした会計です。久慈市では、
水道事業会計がこれにあたります。

区分 収入 支出
収益的収支 8億9,350万円 10億 7,245万円

資本的収支 9億　 770万円 13億 8,392万円

水道事業会計

歳
出　

２
０
５
億
７
６
０
０
万
円

歳出を性質別にみると…
人 件 費 　31 億 2,299 万円（15.2%）
扶 助 費 　39 億 8,210 万円（19.4%）
公 債 費 　28 億 2,893 万円（13.7%）
普通建設事業費 　28 億 2,398 万円（13.7%）
災害復旧事業費   　9 億 7,822 万円（  4.8%）
物 件 費 　27 億 9,813 万円（13.6%）
補 助 費 等 　25 億 7,908 万円（12.5%）
繰 出 金   　9 億 1,068 万円（  4.4%）
そ の 他   　5 億 5,189 万円（  2.7%）

義務的経費
48.3％

投資的経費
18.5％

その他
33.2％

｝
｝

｝

財
政
用
語
の
説
明

【収入の関係】
▶�地方交付税…人口や環境などの違いで生まれる地方間の格
差を調整するため国から配分されるお金です。国が徴収す
る所得税や法人税、消費税などがもとになっています

▶�国庫支出金、県支出金…建設事業や社会保障などの費用と
して、国・県から交付されるお金

▶�市債…建設事業などを行うために、国や金融機関などから
借りるお金

【支出の関係】
▶民生費…福祉や子育てを支援するためのお金
▶公債費…市の借金返済などに使うお金
▶�総務費…市役所の庁舎や財産の維持管理、戸籍管理、税金
の徴収などに使うお金

▶商工費…商工業や観光を推進するためのお金
▶�教育費…学校教育や生涯学習の充実、文化・スポーツなど
を推進するためのお金

▶�土木費…道路や公園などの整備・補修に使うお金
▶�衛生費…環境の保全や、健康を増進するためのお金
▶農林水産業費…農林水産業を振興するためのお金
▶災害復旧費…被災した施設を復旧するためのお金
▶消防費…消防や災害対策のためのお金
▶�義務的経費…人件費など支出することが義務づけられてい
て、簡単に削減できないお金

▶投資的経費…道路や学校などを整備するためのお金

平成 30年度　久慈市の動き�予算編成
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人
事
異
動

　

市
は
、
４
月
１
日
付
け
で
定
期
人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。
新

採
用
、
派
遣
職
員
な
ど
を
含
め
１
５
２
人
が
異
動
。
効
率
的
・
機
能

的
な
組
織
づ
く
り
を
進
め
、
新
た
な
行
政
需
要
や
課
題
に
対
応
す
る

た
め
の
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。（
兼
務
の
解
除
等
は
、
氏
名
掲
載

を
省
略
し
て
い
ま
す
）�

※
（ 

）
内
は
旧
所
属

▼
総
合
政
策
部
付
部
長
港
湾
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
担
当
…
嵯
峨

孝
和（
産
業
経
済
部
商
工
振
興
課

長
）▼
建
設
部
長
兼
水
道
事
業

所
長
…
外
舘
要
一（
建
設
部
土

木
課
長
）▼
教
育
委
員
会
事
務

局
教
育
部
長
…
久
慈
清
悦（
総

務
部
財
政
課
長
）▼
議
会
事
務

局
長
…
夏
井
正
悟（
総
務
部
総

務
課
長
）▼
そ
の
他
１
名（
兼
務

解
除
）

【
総
務
部
】▼
総
務
課
長
併
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
長
…
蒲

野
喜
美
男（
産
業
経
済
部
農
政
課

長
）▼
財
政
課
長
…
長
根
英
俊

（
総
合
政
策
部
地
域
づ
く
り
振
興

課
長
）

【
総
合
政
策
部
】▼
政
策
推
進
課

長
兼
広
域
道
の
駅
整
備
推
進
室

長
…
夕
向
司（
産
業
経
済
部
観
光

交
流
課
）▼
地
域
づ
く
り
振
興

課
長
…
四
役
喜
吉（
総
合
政
策

部
侍
浜
市
民
セ
ン
タ
ー
所
長
）▼

侍
浜
市
民
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
生

活
福
祉
部
侍
浜
支
所
長
…
木
地

谷
淳（
総
務
部
総
務
課
係
長
）

【
生
活
福
祉
部
】▼
保
健
推
進

課
長
兼
医
師
確
保
対
策
監
兼

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
…
吉
田

義
行（
産
業
経
済
部
林
業
水
産
課

係
長
）▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
所
長
…
古
山
誠（
生
活
福

祉
部
保
健
推
進
課
長
）▼
社
会
福

祉
課
長
兼
少
年
セ
ン
タ
ー
所
長

…
晴
山
博
樹（
生
活
福
祉
部
市
民

課
係
長
）▼
子
育
て
支
援
課
長

兼
夏
井
保
育
園
長
…
笹
原
賢

二 （
生
活
福
祉
部
社
会
福
祉
課
係

長
）▼
小
久
慈
保
育
園
長
…
浅

水
正
幸（
久
慈
広
域
連
合
事
務
局

総
務
企
画
課
長
）▼
久
喜
保
育

園
長
…
上
中
村
和
裕（
教
育
委

員
会
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
係
長
）

【
産
業
経
済
部
】▼
農
政
課
長
…

畠
山
健
治（
産
業
経
済
部
市
街

地
活
性
化
推
進
課
長
）▼
商
工

振
興
課
長
…
大
崎
健
司（
総
合

政
策
部
政
策
推
進
課
長
）▼
市
街

地
活
性
化
推
進
課
長
…
工
藤
仁 

（
産
業
経
済
部
市
街
地
活
性
化
推

進
課
係
長
）▼
観
光
交
流
課
長

…
久
松
希
美
子（
生
活
福
祉
部

子
育
て
支
援
課
長
）

【
建
設
部
】▼
土
木
課
長
…
濱

田
哲
弥（
建
設
部
下
水
道
課
長
）

▼
都
市
計
画
課
長
…
中
塚
義

信 （
産
業
経
済
部
林
業
水
産
課
係

長
）▼
下
水
道
課
長
兼
浄
化
セ

ン
タ
ー
所
長
…
田
面
巧 （
建
設

部
都
市
計
画
課
長
）

【
山
形
総
合
支
所
】▼
ふ
る
さ
と

振
興
課
長
兼
福
祉
事
務
所
山
形

福
祉
室
長
兼
同
か
わ
い
児
童
館

長
兼
同
戸
呂
町
保
育
園
長
兼
同

来
内
保
育
園
長
兼
山
形
総
合
支

所
山
形
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
…

大
向
雄
二（
山
形
総
合
支
所
住
民

生
活
課
長
）▼
産
業
建
設
課
長

兼
家
畜
診
療
所
長
…
向
川
智
之

（
社
会
福
祉
課
長
）

【
水
道
事
業
所
】▼
次
長
…
藤
田

新
治（
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

係
長
）

【
教
育
委
員
会
】▼
学
校
教
育
課

長
兼
教
育
研
究
所
長
…
寺
澤
幸

昌 （
県
北
教
育
事
務
所
）▼
生
涯

学
習
課
長
…
藤
原
亮
一（
久
喜

保
育
園
長
）

【
行
政
委
員
会
】▼
農
業
委
員
会

事
務
局
長
…
五
日
市
清
樹（
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長
）

【
総
務
部
】▼
総
務
課
行
政
文
書

係
長
…
橋
本
直
幸

【
総
合
政
策
部
】▼
政
策
推
進
課

政
策
推
進
係
長
…
藤
原
幸
治
▼

広
域
道
の
駅
整
備
推
進
室
整
備

推
進
係
長
…
広
崎
寿
▼
地
域
づ

く
り
振
興
課
広
報
統
計
係
長
…

澤
口
紀
子
▼
地
域
づ
く
り
振
興

課
情
報
化
推
進
係
長
…
谷
川
佳

澄
▼
小
久
慈
市
民
セ
ン
タ
ー
管

理
事
業
係
長
…
石
原
登
納
▼ 

夏
井
市
民
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業

係
長
…
西
映
子
▼
宇
部
市
民
セ

ン
タ
ー
管
理
事
業
係
長
兼
生
活

福
祉
部
宇
部
支
所
管
理
係
長
…

大
道
学 

【
生
活
福
祉
部
】▼
市
民
課
国
保

部
長
級�

５
人

課
長
級�

24
人

係
長
級�

29
人

■組織の再編
　○広域道の駅整備推進室を新設
　○介護支援課を地域包括支援センターに統合
　○住民生活課をふるさと振興課に統合
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年
金
係
長
…
佐
々
木
寛
子
▼
保

健
推
進
課
管
理
予
防
係
長
…

髙
畑
伸
一 

▼
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
地
域
包
括
支
援
係
長

…
古
屋
敷
和
子
▼
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
介
護
支
援
係
長
…

佐
々
木
和
子
▼
社
会
福
祉
課
障

が
い
福
祉
係
長
…
阿
部
真
一

【
産
業
経
済
部
】▼
林
業
水
産
課

林
政
係
長
…
熊
谷
望
▼
林
業
水

産
課
水
産
施
設
係
長
…
播
磨　

隆
▼
林
業
水
産
課
漁
政
係
長
…

中
川
原
将
洋
▼
商
工
振
興
課
企

業
誘
致
係
長
…
大
沢
義
時
▼
市

街
地
活
性
化
推
進
課
市
街
地
振

興
係
長
…
久
慈
明
宏

【
建
設
部
】▼
都
市
計
画
課
計
画

係
長
…
村
田
弘
治

【
山
形
総
合
支
所
】▼
ふ
る
さ
と

振
興
課
総
務
企
画
係
長
…
板
垣

俊
隆
▼
ふ
る
さ
と
振
興
課
住
民

生
活
係
長
兼
出
納
係
長
…
岩
脇

幸
治
▼
産
業
建
設
課
地
域
整
備

係
長
…
笹
森
弘
幸

【
会
計
課
】▼
出
納
係
長
…
中
塚

潮
子

【
水
道
事
業
所
】▼
管
理
係
長
…

村
田
純
二

【
教
育
委
員
会
】▼
教
育
総
務
課

総
務
係
長
…
皆
川
賢
司
▼
教
育

総
務
課
施
設
管
理
係
長
…
間
峠

真
澄
▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
業

務
係
長
兼
山
形
地
区
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
業
務
係
長
…
廣
﨑
健

司
▼
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

長
…
鈴
間
佳
衣
子

【
議
会
事
務
局
】▼
議
事
係
長
…

馬
場
徳
之

【
総
務
部
】
▼
総
務
課
…
晴
山

拓
彦
▼
同
…
鹿
糠
玲
佳
▼
同
岩

手
県
市
町
村
職
員
実
務
研
修
派

遣
…
道
地
卓
実
▼
財
政
課
…
岩

﨑
高
士
▼
同
…
大
畑
友
弘
▼
税

務
課
…
大
矢
内
茂
▼
同
…
松
井

端
修
▼
収
納
対
策
課
…
一
沢
直

也
▼
同
…
晴
山
彩
子
▼
消
防
防

災
課
…
外
野
博
之
▼
同
…
新
井

野
徳
光

【
総
合
政
策
部
】▼
政
策
推
進
課

…
滝
口
康
弘
▼
同
兼
広
域
道
の

駅
整
備
推
進
室
…
浅
水
智
幸
▼

地
域
づ
く
り
振
興
課
…
長
代
翼

【
生
活
福
祉
部
】
▼
市
民
課
…

西
野
大
輔
▼
同
…
中
野
美
智
▼

同
…
円
舘
広
世
志
▼
国
民
健
康

保
険
山
形
診
療
所
…
廣
﨑
香
織

▼
生
活
環
境
課
兼
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
…
上
平
貴
宏
▼
生
活
環

境
課
…
神
先
夏
樹
▼
保
健
推
進

課
兼
市
民
課
…
内
田
智
佳
子
▼

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
…
久

野
隆
之
▼
同
…
二
橋
弥
生
▼
同

…
大
内
田
直
美
▼
社
会
福
祉
課

…
間
峠
慶
子
▼
同
…
沼
袋
大
樹

▼
子
育
て
支
援
課
…
小
原
奈
穂

子
▼
山
形
福
祉
室
兼
保
健
推
進

課
…
成
谷
と
し
子
▼
小
久
慈
保

育
園
…
三
上
裕
子
▼
同
…
十
文

字
敬
子
▼
久
喜
保
育
園
…
播
磨

悠
子
▼
か
わ
い
児
童
館
…
髙
屋

敷
未
央
▼
同
…
小
節
美
英
▼
戸

呂
町
保
育
園
…
櫛
桁
美
幸
▼
来

内
保
育
園
…
小
田
島
智
子

【
産
業
経
済
部
】
▼
農
政
課
…

谷
崎
雄
二
▼
同
…
田
畑
正
紘
▼

同
…
中
塚
健
哉
▼
林
業
水
産
課

…
長
内
悠
▼
観
光
交
流
課
…
前

野
輝
樹

【
建
設
部
】
▼
土
木
課
…
佐
々

木
和
彦
▼
同
…
田
中
賢
▼
同
…

田
中
勇
希
▼
同
…
夕
向
智
明
▼

都
市
計
画
課
…
小
袖
裕
也
▼
建

築
住
宅
課
…
中
村
由
美
▼
下
水

道
課
…
米
澤
大
樹

【
山
形
総
合
支
所
】
▼
ふ
る
さ

と
振
興
課
…
下
畑
啓
▼
同
…
鈴

木
沙
織

【
水
道
事
業
所
】
▼
髙
畑
武
志

【
教
育
委
員
会
】
▼
学
校
教
育

課
…
伊
藤
博
光
▼
生
涯
学
習
課

…
横
道
ま
ど
か
▼
同
…
宇
部
夢

月
▼
文
化
課
…
栁
久
保
一
幸
▼

同
…
水
上
裕
子
▼
同
…
生
平
智

也
▼
侍
浜
小
学
校
用
務
員
…
舛

森
恵
美

【
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
】▼

外
舘
さ
な
え

【
総
務
部
】▼
財
政
課
…
梅
澤
大

樹
▼
収
納
対
策
課
…
城
内
将
志

【
総
合
政
策
部
】
▼
地
域
づ
く

り
振
興
課
…
福
山
真
之
介

【
生
活
福
祉
部
】▼
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
…
髙
山
奈
穂
▼
子

育
て
支
援
課
…
茂
市
亮
介

【
産
業
経
済
部
】▼
林
業
水
産
課

…
下
野
優
貴

【
建
設
部
】▼
土
木
課
…
米
澤
紀

行【
山
形
総
合
支
所
】▼
産
業
建
設

課
…
下
舘
超
希

【
水
道
事
業
所
】▼
大
向
和
磨

【
教
育
委
員
会
】▼
学
校
教
育
課

…
近
藤
李
奈
子
▼
文
化
課
…
曲

道
綾
香

【
久
慈
広
域
連
合
派
遣
】▼
課
長

級
…
橋
本
藤
雄（
生
活
福
祉
部

介
護
支
援
課
長
）▼
係
長
級
…

賀
美
祐
助（
山
形
総
合
支
所
産
業

建
設
課
係
長
）

【
併
任
解
除
】▼
盛
岡
市
…
本
山

雄
一（
産
業
経
済
部
林
業
水
産
課
）

【
併
任
】▼
建
設
部
土
木
課
…
對

馬
敬
史（
岩
手
県
）▼
同
…
佐
々

木
友
嘉（
盛
岡
市
）

▼
川
合
政
伸（
総
合
政
策
部
付
部

長
）▼
滝
沢
重
幸（
建
設
部
長
）

▼
和
野
一
彦（
教
育
部
長
）▼
澤

口
道
夫（
議
会
事
務
局
長
）▼
下

新
井
田
章
子（
小
久
慈
保
育
園

長
）▼
細
越
一
明（
産
業
建
設
課

長
）▼
櫛
桁
善
一（
水
道
事
業
所

次
長
）▼
天
間
保
幸（
学
校
教
育

課
長
）▼
小
田
一（
農
業
委
員
会

事
務
局
長
）▼
根
井
明
美（
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長
）▼
落

合
正
幸（
都
市
計
画
課
係
長
）▼

田
髙
正
博（
総
務
課
付
）▼
掛
端

敬
子（
建
築
住
宅
課
）▼
遠
藤
佳

子（
同
）▼
馬
場
美
輝
彦（
学
校

教
育
課
）

▼
木
戸
口
愛
子（
小
久
慈
保
育

園
調
理
師
）▼
勝
田
穣（
長
内
中

学
校
用
務
員
）

【
生
活
福
祉
部
】▼
国
民
健
康
保

険
山
形
診
療
所
…
大
橋
場
豊
▼

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
…
根

井
明
美
▼
久
喜
保
育
園
…
下
新

井
田
章
子

主
事
・
技
師
級�

58
人

新
採
用�

11
人

派
遣
・
併
任�

５
人

退
職�

15
人

再
任
用�

３
人

平成 30年度久慈市の動き　人事異動

再
任
用
退
職�

２
人
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い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
と　

　
　
　
　
　

  

思
う
ま
ち
づ
く
り

共
に
支
え
、元
気
と
安
ら
ぎ

　
　
　

   

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

総
合
力
豊
か
な
人
材
を

　
　
　
　

   

育
て
る
ま
ち
づ
く
り

資
源
を
生
か
す
魅
力
と
や
り
が
い

　

    

の
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

主
な
事
業

　
　

東
日
本
大
震
災
や
台
風
10
号
災
害
に
よ
る
復
旧
・
復
興
に
向
け

た
取
り
組
み
の
継
続
。
総
合
計
画
に
基
づ
き「
子
ど
も
た
ち
に
誇
れ

る
笑
顔
日
本
一
の
ま
ち
久
慈
」
を
目
指
し
て
各
種
施
策
や
諸
課
題
に

対
応
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
総
合
計
画
の
体
系
ご
と
に
、
本
年
度
実
施
を

予
定
し
て
い
る
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
度
は
骨
格
予
算
で
あ
る
た
め
、
新
規
事
業
な
ど
は
補

正
予
算
対
応
と
な
っ
て
い
ま
す
。

各
種
施
策
や
諸
課
題
に

　
　

対
応
す
る
事
業
を
進
め
る

重点戦略・基礎戦略 1
重点

基礎戦略２・３
基礎

●
水
揚
強
化
活
動
支
援
事
業
…

１
０
０
万
円

　

市
営
魚
市
場
の
水
揚
げ
量
減
少

を
改
善
す
る
た
め
に
、
市
水
産
振

興
協
議
会
が
実
施
す
る
外
来
船
誘

致
に
対
す
る
補
助
金
。

●
久
慈
駅
前
整
備
等
事
業
…

11
億
３
８
０
３
万
円

　

久
慈
駅
前
複
合
施
設
、
観
光
情

報
掲
示
板
な
ど
に
関
す
る
工
事

費
・
委
託
費
な
ど
。

　
●
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
…

７
３
９
３
万
円

　

女
性
の
就
業
割
合
や
核
家
族
化

の
増
加
に
よ
る
環
境
の
変
化
を
踏

ま
え
整
備
し
た
市
内
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
10
施
設
の
運
営
に
関
す

る
委
託
費
。

●
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育　

　

給
付
事
業
…
13
億
９
２
４
３
万
円

　

市
内
の
民
間
保
育
所
や
認
定
こ

ど
も
園
に
対
す
る
給
付
費
。

　
●
路
線
バ
ス
運
行
事
業
…

６
０
３
７
万
円

　

市
民
バ
ス
・
通
学
支
援
バ
ス
の

運
行
経
費
。
平
成
31
年
度
の
運
行

内
容
見
直
し
に
向
け
た
調
査
・
検

討
や
、
利
用
促
進
事
業
の
経
費
な

ど
。
平
成
30
年
度
は
、
市
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
と
な
る
「
地
域
公
共

交
通
網
形
成
計
画
」
を
策
定
予
定
。

●
高
度
人
材
育
成
事
業
補
助
…

２
１
６
０
万
円

　

地
域
産
業
の
振
興
・
雇
用
を
図

る
た
め
、
市
内
に
新
た
に
事
業
所

設
置
を
目
的
と
し
て
、
事
業
者
が

行
う
人
材
育
成
に
要
す
る
経
費
を

補
助
。
平
成
31
年
度
に
Ｉ
Ｔ
企
業

で
あ
る
㈱
ネ
ク
ス
ト
が
事
業
所
を

開
設
予
定
。

 

●
介
護
予
防
事
業
…２

２
５
４
万
円

　

65
歳
以
上
の
人
な
ど
に
心
身
の

状
況
改
善
の
み
で
な
く
、
活
動
的

で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
や
人
生

を
お
く
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支

援
す
る
事
業
。「
い
き
い
き
百
歳

体
操
」
の
普
及
経
費
。
訪
問
型
・

通
所
型
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
の
創
設
。

主
な
事
業
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久慈市いきいきシニアスポーツ大会NEWS もぐらんぴあ　トンネル水槽がリニューアル

三陸の海すべてを紹介

　

国
民
健
康
保
険（
以
下
、国
保
）

は
他
の
健
康
保
険
制
度
と
は
異
な

り
加
入
・
脱
退
の
届
出
が
必
要
で

す
。職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
・
脱

退
し
た
時
は
、
市
民
課
で
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。
手
続
き
に
は
、

①
印
鑑
②
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
ま

た
は
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
と
運

転
免
許
証
な
ど
身
分
証
明
書
）
に

加
え
、
次
の
書
類
が
必
要
で
す
。

■
国
保
に
加
入
す
る
場
合

事
業
所
か
ら
発
行
さ
れ
る
健
康
保

険
資
格
喪
失
証
明
書

■
国
保
を
脱
退
す
る
場
合

新
旧
二
つ
の
保
険
証

◆
届
出
を
忘
れ
る
と
…

　

脱
退
の
届
出
が
な
い
場
合
、
い

つ
ま
で
も
保
険
税
が
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
国
保
の
保
険
証
を
使
っ
て

診
療
を
受
け
た
場
合
、
国
保
か
ら

支
払
わ
れ
た
医
療
費
を
後
で
返
納

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
加
入
の
届
出
が
遅
れ
た

場
合
、
本
来
の
資
格
取
得
日
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
保
険
税
を
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

◆
大
学
な
ど
へ
進
学
す
る
際
は

　

国
保
加
入
者
が
、
高
校
や
大
学

な
ど
に
就
学
す
る
た
め
に
他
の
市

町
村
に
転
出
す
る
場
合
、
特
例
に

よ
り
引
き
続
き
久
慈
市
の
国
保
に

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

転
出
先
の
役
所
に
転
入
届
を
提

出
し
た
後
に
、
久
慈
市
役
所
の
市

民
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
書
類
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
在
学
証
明
書
な
ど
、
学
生
で
あ

る
こ
と
が
証
明
で
き
る
書
類
②
そ

れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
保
険
証
③

印
鑑
④
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
ま
た

は
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
と
運
転

免
許
証
な
ど
身
分
証
明
書
）

　

３
月
９
日
、
久
慈
地
下
水
族
科

学
館
も
ぐ
ら
ん
ぴ
あ
最
大
の
水

槽
で
あ
る
ト
ン
ネ
ル
水
槽
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
。
ト
ン
ネ
ル
水
槽
は

暖
か
い「
黒
潮
の
海
」
か
ら「
久
慈

近
海
の
海
」
に
変
更
と
な
り
、
ア

ジ
や
フ
グ
、
震
災
を
生
き
抜
い
た

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
か
め
吉
が
泳
ぐ

ほ
か
、
南
部
潜
り
や
漁
具
な
ど
が

展
示
さ
れ
、
地
域
の
特
色
が
強
く

発
信
さ
れ
る
水
槽
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
日
に
行
わ
れ
た
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
地
元
園
児
ら
約
50
人
が
参
加
。

ト
ン
ネ
ル
水
槽
で
の
海
女
の
素
潜

り
実
演
で
は
、
水
槽
を
挟
ん
で

ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
が
行
わ
れ
、
園

児
た
ち
は
大
は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。　

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
、
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
水
族
館
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
な
ど
を
手
掛
け
た
水
族
館
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
中
村
元は

じ
め

氏
の

助
言
を
受
け
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
村
氏
は「
南
部
潜
り
の
実
演

を
し
て
い
る
水
族
館
は
全
国
で
こ

こ
だ
け
。
も
ぐ
ら
ん
ぴ
あ
は
三
陸

の
海
す
べ
て
を
紹
介
す
る
唯
一
の

水
族
館
と
思
っ
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

南部潜りの展示に
ついて話す中村氏

海女さんの登場に大はしゃぎ

保険証の切替手続き
問市民課　☎ 52-2118INFO

INFORMATION

久慈あまちゃんマラソン大会 
申し込み受付が開始

　９月30日㈰に第３回久慈あま
ちゃんマラソン大会が開催され
ます。今回より一人でもタイムを
気にせずに参加できる「ファン・
ラン２km 部門」を新たに設けま
した。申し込みは４月上旬よりイ
ンターネット、郵便振込で受け付
けます。先着1,300人となります
ので、お早めに申し込みください。
詳しくは市ＨＰをご覧ください。
問生涯学習課☎52-2156
　 http://www.city.kuji.iwate.
jp/syataika/taiiku-g/H30_
kuji_amatyan_marason.html

　４月１日、山根市民センターが
旧山根小中学校の建物に移転
しました。旧小中学校の利活用
について、地域と協議し市民セ
ンターとして活用することにした
もの。新しい施設は、生涯学習と
地域住民のコミュニティ活動の
拠点として活用されます。
　また、大川目市民センターは、
市内の市民センターで初めてと
なる指定管理者制度を導入しま
す。指定管理者には大川目町ま
ちづくり協議会が指定されまし
た。なお、同市民センターの住民
票や印鑑証明書を発行する市民
サービスコーナーは毎週火、木
曜日の午前中に開設します。
問山根市民センター　☎57-2055
　大川目市民センター☎55-3250

市民センターが変わります

HP

広報くじ№29017



News & Info
PICK UP

久慈市いきいきシニアスポーツ大会NEWS 東日本大震災復興祈念式～ 3.11 を忘れない～

追悼の思いを込め献花

久慈への思いを語るさかなクン

　

２
月
15
日
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
利
活
用
し
た
発
電
、
熱
利

用
ま
た
は
燃
料
製
造
に
関
し
、
顕

著
な
成
果
が
あ
り
、
他
の
模
範
と

な
る
地
域
に
根
差
し
た
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
る
団
体
に
贈
ら
れ

る
、
平
成
29
年
度
「
東
北
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
大
賞
」
を

久
慈
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
株

式
会
社
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
地
域
の
製
材
所
で
発
生

す
る
バ
ー
ク
（
樹
皮
）
を
燃
料
と

す
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
熱
供
給
事

業
を
平
成
28
年
９
月
に
開
始
。
菌

床
し
い
た
け
を
栽
培
す
る
隣
接
の

栽
培
ハ
ウ
ス
に
暖
房
用
の
温
水
と

菌
床
殺
菌
用
の
蒸
気
を
供
給
す
る

ほ
か
、
排
気
を
利
用
し
て
木
質

チ
ッ
プ
を
乾
燥
さ
せ
、
市
内
施
設

久慈市いきいきシニアスポーツ大会NEWS 東北再生可能エネルギー利活用大賞

未利用資源の利活用が評価

に
供
給
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
26
日
に
は
受
賞
の
報
告
に

同
社
の
日
當
和
孝
社
長
ら
が
市
役

所
を
訪
問
。日
當
社
長
は
「
プ
ラ

ン
ト
を
稼
働
さ
せ
て
か
ら
１
年
。

ま
だ
あ
ま
り
実
績
が
な
い
中
で
の

受
賞
と
な
り
驚
い
て
い
ま
す
。官

民
一
体
と
な
っ
て
、久
慈
地
域
の

森
林
や
未
利
用
資
源
を
活
用
す
る

と
い
う
理
念
が
認
め
ら
れ
て
の
受

賞
だ
と
思
い
ま
す
」と
受
賞
の
喜

び
を
語
り
ま
し
た
。報
告
を
受
け

た
遠
藤
譲
一
市
長
は
「
現
在
、国

で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。久
慈
に
は
資

源
が
あ
る
の
で
、い
か
に
利
活
用

す
る
か
だ
と
思
い
ま
す
。エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
に
向
け
て
、自

治
体
新
電
力
も
開
始
し
ま
し
た
。

今
後
も
官
民
一
体
に
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
で
す
」と
抱
負

を
話
し
ま
し
た
。

賞状を掲げる日當社長（右）と遠藤市長

木質バイオマスボイラと栽培ハウス

震災から７年　復興への道筋を確かめる

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
７
年
を
迎

え
た
３
月
11
日
、
ア
ン
バ
ー
ホ
ー

ル
で
「
東
日
本
大
震
災
復
興
祈
念

式
～
３
・
11
を
忘
れ
な
い
～
」
が

開
催
。
市
民
約
３
０
０
人
が
参
加

し
、
こ
れ
ま
で
歩
ん
で
き
た
復
興

へ
の
道
筋
を
確
か
め
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
遠
藤
譲
一
市
長
と
中

平
浩
志
市
議
会
議
長
が
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
長
坂
康
正
復
興
大
臣
政

務
官
、
達
増
拓
也
知
事
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
代
読
さ
れ
ま
し
た
。
も

ぐ
ら
ん
ぴ
あ
応
援
団
長
の
さ
か
な

ク
ン
は
「
今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
に

変
化
す
る
海
の
中
で
力
強
く
生
き

て
い
る
魚
た
ち
を
通
じ
て
、
海
の

豊
か
さ
と
怖
さ
を
伝
え
て
い
き

た
い
で
す
。
私
に
と
っ
て
久
慈
は

心
の
ふ
る
さ
と
。
温
か
い
気
持
ち

で
い
つ
も
出
迎
え
て
く
れ
る
皆
さ

ん
一
人
一
人
に
感
謝
の
気
持
ち
を

も
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
通
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
」
と
久
慈
へ
の
思

い
を
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
し
く
自
主
防
災
組
織

の
認
定
を
受
け
た
、
侍
浜
町
の
向

町
自
主
防
災
会
に
認
定
書
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
岩
手
大

学
地
域
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー
の

福ふ
く
と
め留

邦く
に
ひ
ろ洋

教
授
が
「
地
域
で
取
り

組
む
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
講
演
。福
留
教
授
は「
防

災
と
考
え
る
と
難
し
い
が
、
病
気

で
例
え
る
と
、
治
療
を
速
や
か
に

す
る
よ
り
、
日
頃
の
予
防
が
重
要
。

災
害
も
日
頃
の
備
え
が
一
番
重
要

で
す
。
過
去
の
災
害
で
も
自
衛
隊

や
消
防
士
に
救
助
さ
れ
た
人
よ
り
、

一
般
の
人
に
助
け
ら
れ
た
人
が
多

い
で
す
」
と
自
助
・
共
助
の
大
切

さ
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

 

義 

援 

金
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コミュニティ助成

完成した桑畑コミュニティーセンター

完成を祝い
西村会長があいさつ

八戸★トピックス

▶開館期間…４月１日㈰～11月上旬
	 　 　9：00～17：00
▶場所…八戸市十日市字天摩　
　　　　33-2
▶休園日…月曜日
　（月曜日が休日の場合は翌日）

【八戸公園春まつり】
▶開催期間…
　４月29日㈰～５月６日㈰
▶内容…園内は2,000本の桜が
　咲き誇ります。連日チアリー
　ディングや吹奏楽、ジャズ演
　奏、歌謡ショーなどイベント
　が盛りだくさん。野外売店や
　フリーマーケットも出店
問八戸公園　☎0178-96-2932

「八戸公園こどもの国遊園地」オープン

温かい支援全国から
INFO 台風被災者への義援金、市への寄付金（平成 29年 11月16日～平成 30年３月15日）

　このほど（一財）自治総合セ
ンターが実施する宝くじの助成
制度と市の補助金を活用し、桑
畑町内会（西村秀雄会長）は、
コミュニティーセンターを建設。
各種行事のほか、地域の拠点施
設として利用されます。
　この制度は、宝くじの普及広
報活動費を活用し、地域団体が
行う活動を支援するものです。
宝くじは、地域のさまざまな活
動に役立てられています。

地区の拠点が完成

　

３
月
20
日
、
市
教
育
委
員
会
は

「
久
慈
の
海
女
漁
の
技
術
」
を
市

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
「
下
戸

鎖
の
馬う

ま
つ
ぎ
し
ょ
い
ん

継
所
印
」
と
「
線せ

ん

刻こ
く

阿あ

弥み

陀だ

三さ
ん

尊ぞ
ん

鏡き
ょ
う

像ぞ
う

」
を
市
指
定
有
形
文

化
財
に
指
定
。
ま
た
「
い
わ
て
久

慈
『
海
女
の
ふ
る
さ
と
会
』」（
大

沢
俊
光
会
長
）
を
保
持
団
体
に
認

定
し
ま
し
た
。

　

千
葉
啓
蔵
文
化
課
長
は
「
指
定

に
よ
り
そ
の
価
値
を
広
く
認
識
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
末
永

く
後
世
に
伝
え
、
周
知
の
機
会
を

設
け
な
が
ら
活
用
を
図
り
ま
す
」

と
今
後
の
展
望
を
語
り
ま
し
た
。

■�

久
慈
の
海
女
漁
の
技
術
…
女
性

の
素
潜
り
漁
は
世
界
的
に
も
特

殊
な
技
術
。
当
地
方
の
女
性
に

よ
る
素
潜
り
漁
は
明
治
時
代
に

久
喜
地
区
で
始
ま
り
、
そ
の
後

貴重な文化財を後世へ
海女漁の技術など３件を市文化財に指定NEWS

製
の
八
稜
鏡
で
、
平

成
２７
年
に
旭
町
の
昼

場
沢
遺
跡
で
発
見
。

平
安
期
に
久
慈
地
域

に
仏
教
文
化
が
あ
っ

た
こ
と
を
証
明
す
る

貴
重
な
遺
物

上／素潜り漁をする海女　中
／下戸鎖の馬継所印　下／線
刻阿弥陀三尊鏡像（鏡面）

小
袖
地
区
に
伝
え
ら
れ
た

■�

下
戸
鎖
の
馬
継
所
印
…
藩
政
時

代
に
宇
部
・
野
田
と
盛
岡
を
結

ん
だ
沼
宮
内
廻
野
田
街
道
、
通

称
「
塩
の
道
」
の
要
所
に
設
け

ら
れ
た
馬
継
所
で
用
い
た
印
。

隣
接
す
る
木
売
内
村
で
使
用
さ

れ
た
も
の
と
併
せ
て
県
内
に
は

２
点
の
み
が
現
存
す
る

■�

線
刻
阿
弥
陀
三
尊
鏡
像
…
青
銅

■
市
外

▼
吉
野
カ
ネ
▼
谷
藤
金
彦
▼
ラ
ー

メ
ン
武
蔵
▼
青
木
俊
直
▼
堀
部
マ

サ■
市
内

▼
平
成
29
年
度
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま

つ
り
実
行
委
員
会

■
振
込

▼
サ
サ
キ
ツ
ト
シ
▼
ヤ
マ
モ
ト
ヨ

シ
ノ
リ

■
市
内

▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ま
が
た
地
域
振

興
協
議
会
▼
久
慈
大
正
琴
の
会
▼

久
慈
港
運
㈱

　

 

義 

援 

金

　

 

寄 

付 

金

久慈大正琴の会は演奏会の収益を寄付

■
東
日
本
大
震
災
義
援
金

（
11
月
16
日
～
３
月
15
日
）

【
企
業
・
団
体
】

▼
㈱
ニ
ッ
ク
（
福
岡
県
）
▼
平

成
29
年
度
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ

り
実
行
委
員
会

【
個
人
】

▼
ヒ
シ
ヌ
マ
ト
オ
ル
▼
ヤ
ザ
キ

ク
ニ
オ
▼
ゴ
ト
ウ
カ
ズ
ヤ

※
支
援
者
の
申
し
出
に
基
づ
き
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。
名
前
等
に
誤
り
が
あ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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ま ち のわだい

私の「旗」を掲げよう

　久慈高校で復興支援隊メディア隊主催の「未来への教科
書～Ｆｏｒ Ｏｕｒ Ｃｈｉｌｄｒｅｎ～出前事業」が開催。講師
を務めた（一社）いわて圏の佐藤柊平氏は「私の “旗”を掲
げよう」と題して、新しい時代の発想をもつことの重要さを
講演。生徒たちと活発な意見交換が行われました。

講師の活動内容や
久慈市の将来など
について質問が寄
せられました

未来への教科書出前事業� ３月13日

１／「青の国ふだいを撮
りに行こう！フォトスポッ
ト巡り旅」でインスタ映
えする写真を撮る参加
者　２／事業の説明を
行う協議会の大矢智亮
実践支援員リーダー　
３／山ぶどうと豆乳など
で作られた「山ぶどうの
ティラティス」　４／甘
さと酸味のバランスが
絶妙な「山ぶどうのサン
ドクッキー」

観光商品と物産商品を開発
新モデル商品成果品発表会� ３月15日

　久慈地域雇用創造協議会が市内催事場で新モデル
商品成果品発表会を実施し、関係者ら約50人が参加。
平成29年度に開発した新モデルの観光商品や物産商
品を発表しました。
　観光モデル商品では、普代のフォトスポットや、冬の
平庭高原など写真をテーマにした着地型観光モデル商
品を開発し、モニターツアーの結果が紹介されました。
物産商品では「北三陸うに鍋」と「山ぶどうスイーツ」を
発表。試食会では「やまぶどうの特徴である酸味と甘
さのバランスがよく、おいしいです」と高評価でした。
　北三陸うに鍋は久慈広域の６店舗で販売されており、
観光モデル商品と山ぶどうスイーツは、今後商品利用
申請があった事業所で提供される予定です。

１

２３４

今シーズンの好成績を誓う

　グルージャ盛岡の嫁
よめさか

坂翔太選手と安
あんらく

楽健太選手が市
役所を訪問。J３が発足して５年目となるシーズンの開幕
を前に意気込みを語りました。久慈市は昨年からグルー
ジャ盛岡のホームタウンに登録。KUJI とロゴが入ったユ
ニホームと両選手のサイン色紙が寄贈されました。

ユニホームとサイ
ンを掲げ中居副市
長と記念撮影する
選手たち

山火事予防をポスターで
久慈地区山火事予防ポスターコンクール� ３月７日

　久慈地区合同庁舎で第34回久慈地区山火事予防ポス
ターコンクール表彰式が開催。一戸耀さん（宇部小１年）、
成谷優瞳さん（山形小学校６年）、松頭薫乃さん（普代中
２年）の３人が各部門の最優秀賞に輝き、ポスターを通し
て森林の大切さや山火事の予防を伝えました。

受賞した絵の前で
賞状を掲げる一戸
さん、成谷さん、
松頭さん（左から）

グルージャ盛岡ホームタウン訪問� ３月１日

日本北リジョン賞を受賞
日本北リジョン「夢を拓く」アートコンテスト� ３月20日

　国際ソロプチミストアメリカ日本北リジョンが主催し、今
年で２回目となるアートコンテストで大

お お

下
し た

幸
さ ち

子
こ

さんが「北リ
ジョン賞」を受賞しました。同賞は530作品の中から４～７
歳部門で20作品が選ばれたもの。受賞者の大下さんには作
品が描かれたミニアートや花束などが贈呈されました。

贈呈されたミニ
アートや花束を掲
げる大下幸子さん
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梅 沢 政 隆
リポーター

大久保勝男
リポーター

森 岩　 航
リポーター

広報担当やリポーターが、皆さんのところにおじゃまします。
地域の行事など、身近な情報をお寄せください。
問地域づくり振興課　広報くじ担当　☎ 52－2116　ＦＡＸ52－3653

建物火災の消火活動に貢献
消火活動の支援に伴う消防長表彰� ３月12日

　久慈広域連合消防本部は２月12日に山形町荷軽部地区
で発生した建物火災の消火活動に貢献した㈲谷地林業に
感謝状を贈呈。同社営業部の和田範

の り よ し

美部長は「けが人が
なく終わったのが不幸中の幸いです。自分たちができる範
囲で、冷静に対応しました」と当時を振り返り話しました。

久慈剛史消防庁か
ら感謝状を受け取
る和田部長

祝・シニアパワー
夏井町老人クラブ連合会、体育賞受賞� ３月９日

　夏井町老人クラブ連合会が久慈市教育奨励賞 体育賞 
「優良団体賞」を受賞しました。いきいきシニアスポーツ大
会での成績などが認められたもので、老人クラブの受章は
市内初。同クラブでは記念すべき大きな受賞を喜び、今後の
活動のさらなる前進に意気込みを見せていました。（梅沢）

遠藤市長から記念
の賞状が手渡され
ました

美しいピアノの音色が
マティス・ベロイター　ピアノリサイタル� ３月12日

　アンバーホールで「日本・リヒテンシュタイン公国友好
99周年コンサート第13回 ＳＷＩＳＳ ＷＥＥＫ～ピアノリサイタル
~」が開催。市民や音楽愛好家など約90人が参加しました。
ピアニストのマティス・ベロイター氏がクラシックやオリジ
ナル曲を披露。来場者は美しい音色に聞きほれました。

　オリジナル曲の
変奏曲「遙かなる
恋人に」を演奏す
るマティス氏

地域全体での支援を説く
第14回結いっこ講演会� ２月25日

　総合福祉センターで結いっこ講演会が開催され、福祉
関係者ら約70人が参加しました。ＮＰＯ法人三鷹はなの
会の松﨑伸一理事長が「障がい者の地域生活と働く意義」
と題して法人の活動内容などについて講演。参加者は地
域全体で障がい者を支えることの重要さを学びました。

ＮＰＯ法人の活動
実例を交えた講演

くじあさひ認定こども園ひな祭り会� ３月２日
健やかな成長を願うひな祭り

　ひな人形を飾ったホ－ルに園児全員が集まりひな祭り
会を行いました。園長先生のひな祭りの話や人形劇「お
ひなさまのおはなし」、紙芝居を楽しみました。園児た
ちは「うれしいひなまつり」の元気な歌声をホール響か
せ、健やかな成長を願いました。（大久保）

先生が読む紙芝居
に見入る園児たち

山白玉大豆復活で地域おこし
地域おこし協力隊清水勇さん主催試食会� ３月８日

　山根地区の在来大豆「山白玉」の試食会がべっぴんの湯
で開催。一昨年の台風被害も乗り越え生産にこぎつけた、
山白玉大豆のゆかべと豆腐田楽を他品種と食べ比べのほ
か大豆と小女子の煮物、豆乳ゼリーを試食しました。今後は
メニュー提案などで地域おこしを目指します。（大久保）

試食する出席者と
意見交換をする清
水さん（中央）

広報くじ№29021



みんなの広場

侍～はまおど塾～
さむらい～はまおどじゅく～

Name

問　侍浜市民センター　☎ 58-2110　
　　　https://www.facebook.com/
　　samurai.hamaodo.kuji/

侍浜を元気にしたい

侍浜の活性化を目的に
さまざまな事業を展開

※現在のメンバーとは異なります

師の塾生が侍浜の海で獲れた魚を
持ってきてくれることもありますよ。
■活動内容
　結成した平成27年度は、塾生の
交流を中心に活動しました。塾生
みんなが打ち解けアイデアがたくさ
ん生まれました。
　平成28年度には、侍浜の魅力を
発信するリーフレットの製作や「ふ
るさとがえり」の上映会などを実施
しました。上映会には約150人が参
加。上映会後にワークショップを開
催し、10年、20年後の侍浜の姿につ
いて意見交換しました。
　平成29年度には、「夏のはまフェ
ス」や「ふるさとCM大賞」の作
品の撮影、「スキルUPセミナー in
三鉄」などを実施。婚活支援事業
を活用した、スキルUPセミナーに
は市内外から約40人の参加があり
三陸鉄道車内で男女に分かれてス
キルを向上させる講義を受講した
のち、市内催事場で交流会を行い、
親睦を深めました。
■塾生募集
　はまおど塾では侍浜を元気にす
る塾生を随時募集しています。市
内外問わず、侍浜へ熱い気持ちを
持っていればOKです。みんなで楽
しみながら侍浜、そして久慈市を
活性化させましょう！

■結成のきっかけ
　久慈市全体もそうですが、侍浜
町でも人口減少・少子高齢化が進
んでいます。「このままでは侍浜の
元気がなくなってしまう！」「自分た
ちのまちをより良いまちにしていき
たい！」との思いを共有したメンバー
で平成27年の６月に設立しました。
■メンバー構成
　林崎和志塾長、石崎正太郎副塾
長、谷崎麻里交流委員長を中心に、
侍浜町民や久慈市民、市外の人な
ど30人が所属しています。年齢も
20代から60台まで幅広い年代で、
熱い思いをもった塾生ばかりです。
■月１回の例会
　「侍～はまおど塾～」では毎月１
回、侍浜市民センターで例会を行っ
ています。「どうすれば侍浜が元気
になるか」をみんなで考えて、事業
の計画を話し合っています。例会
の後は、恒例の懇親会が始まりま
す。これが毎回の楽しみで塾生で
夢を語り合っています。時には漁

　侍浜町民を中心とした有志が集まり結
成された「侍～はまおど塾～」。侍浜の
活性化を目的としたさまざまな事業を実
施し、侍浜の元気を発信しています。
　塾生（メンバー）には、侍浜町民以外
も参加しており、熱い気持ちを持った人
ばかり。塾生にそんな侍浜への熱い気持
ちや、活動の成果、今後の目標を聞きま
した。

リーフレットPRのため取材対応

放送されているCM大賞作品

講師のふじポンと記念撮影

夏のはまフェスでのキャンプファイアー
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小
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て
い
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Ｔ
（
外
国
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）
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、
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で
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を
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す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す

●�地域おこし協力隊…移住定住促進を目的に、都市部からの移住者に対して市が委嘱。地域おこしの支援（地域行事やイベントの応援、地域ブラン
　　　　　　　　　ドや地場産品の開発・販売・PR、情報発信など）や農林水産業への従事、住民の生活支援など「地域協力活動」を行います。

３年間ありがとうございました清水　勇 さん

（しみず  いさむ・33 歳）
2015 年着任。東京都三鷹市出身。農
政課に所属し、山根の地域資源を
活用した商品開発を行っている。

Ａｐｒｉｌ ｓｈｏｗｅｒｓ ｂｒｉｎｇ Ｍａｙ ｆｌｏｗｅｒｓ

　「四月の雨が五月の花を咲かせる」という言葉はど
こかで聞いたことがあるかと思いますが、その前に「三
月の風と～」とつく表現もあります。この言葉の正し
い語源はあまり知られておらず、さまざまな説があり
ます。この詩は良いことは待ってこそ訪れるという意
味で、アメリカでは一般的に雨上がりの美しさのよう
に辛抱しようと言い聞かせる時に使います。時に親が
子どもに忍耐力を教える時や、人生における困難を手
助けする際などにも用います。
　私は雨を待ってはいませんが、日本で美しいものを
見ることを楽しみにしています。雪が溶け春に近づく
につれ花々を見るのが待ち遠しくなっています。特に
日本の桜をずっと見たいと思っていました。アメリカに
いるときはワシントンで何度も見ようとしましたが、い
つも見ごろを逃してしまいました。今は日本に住んで
いるので、桜を見る絶好のチャンス。ぜひ桜の絶景ス
ポットや美しい花を教えていただきたいです。できる
だけたくさんの春の花を楽しみたいと思います。

エリカ・ブロック さん

ケンタッキー州・23歳　／　夏井小、
久喜小、小袖小、宇部中、山形地区
の小中学校を担当 長内地区の行事紹介

問 長内市民
　　センター
☎ 52-7400

長内川川まつり
　少し先のイベント紹介となりますが、例年８月第１
日曜日に「長内川川まつり」が開催されます。年々規
模も大きくなり、ウォータースライダーや浮き輪レース、
イワナのつかみ取りなど、わくわくする体験が盛りだく
さん。子どもや家族連れでにぎわいます。
　自然が豊かな久慈市でも「川」で遊べる機会はそう
あるものではなく、貴重な体験ができる絶好の機会。
今年の夏は長内川川まつりで、地元の良さを体感し、
ゆったりとした時間を過ごしてみませんか？
　なお、このまつりは主催者の長内川川の会をはじ
め、多くの団体による協力で行われ、長内中学校生
徒もゴミ拾いや草刈りの手伝いをしています。同会で
は会員を随時募集中。ご協力をお願いいたします。

　４月中旬で久慈に来て３年が経ちます。地域おこし協力隊の任期が３
年と決まっているので、活動は終わりとなります。久慈に来た時を振り
返ってみると、苦労も多かったと感じます。まずイントネーションや方言
など言葉が分からない。これが一番苦労した点です。分からない言葉を
書き留めて意味を聞いたり、まるで外国にいる気分でした。
　主に山根町で活動をしていましたが、本当によくしていただきました。
東京から来た何もわからない自分に丁寧にいろいろ教えてくれました。
山根で出会いと別れを経験し、人として一皮むけた貴重な３年間となり
ました。仕事では自然の力に泣かされる場面が多く、自然の恵みを受け
るには厳しさも同時に請け負わなければならないことを身をもって感
じさせられました。任期後は久慈に残り、市民として久慈にできることを
継続していきたいと思っています。応援していただいた皆さん、関係者
の皆さんには感謝しております。そして、今後ともよろしくお願いします。山白玉大豆試食会で住民の皆さんと記念撮影

広報くじ№29023
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暮らしの情報
本　庁　舎� Tel  52‐2111
山形総合支所� Tel  72‐2111
宇 部 支 所� Tel  56‐2111
侍 浜 支 所� Tel  58‐2111
山 根 支 所� Tel  57‐2111
※�市役所の各課の番号は直通電話
です。また、上記の代表電話か
らも掛けられます
久慈市市外局番【0194】

INFORMATION

　

監修 / ゆうきゆう
出版 / 西東社

ぐさや姿勢など「見た目」に関
する心理学の「あるある」を４
コママンガで紹介し、わかりや
すく文とイラストで解説します。

色はココロに左右
する？腕組みは自
己防衛のサイン？
ファッションや顔、
空間の使い方、し

「なるほど！」とわかる

マンガ 見ための心理学

監修 / 稲盛和夫
出版 / 西東社

やる「利他のこころ」で京セラ
の創設や JALの再生を成し遂げ
た日本随一経営者・稲盛和夫氏
の思いと言葉がまとまった一冊。

自分ではなく他を
思いやる利他のこ
ころって？夢を叶
えるちからの育て
方って？人を思い

子ども こころの育て方
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～
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ミュージカル「キス・ミー・ケイト」

日時 /７月 13 日㈮
　　18時開演（17時30分開場）
会場 /アンバーホール大ホール

料金 /全席指定
　　Ｓ席（１階席）5,000円
　　Ａ席（２階席）4,000円
　　友の会会員 各500円引

出演 �/松平健・一路真輝・水夏希・大山真
志・川﨑麻世・ちあきしん・杉山英司（ス
ギちゃん）・太川洋介ほか

当市出身の田村洋貴氏主宰「リベルカント」によるアーティスト紹介
コンサートオペラ「魔笛」公演開催！▶日時…６月２日㈯14 時開演

★４月 28 日㈯チケット発売予定★

～「アンバーホール友の会」更新手続きは、お早めに！～
■チケットの発売　友の会先行 / ４月７日㈯９時～　一般 / ４月 14 日㈯９時～

※�未就学児の入場はご遠慮願い
ます。なお、当日は託児所（事
前申込制）を開設予定です

劇中劇◆シェイクスピア作じゃじゃ馬ならし
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■
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
前
期
講
座

　
▼�

時
間
…
①
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
19
時
～
20
時

②
ヨ
ガ
18
時
30
分
～
20
時
③
パ
ン
13
時

～
17
時
④
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、
珈
琲
13
時

30
分
～
15
時
30
分
⑤
そ
の
他
18
時
30
分

～
20
時
30
分

▼�

受
講
資
格
…
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務

先
が
あ
る
30
歳
未
満
の
勤
労
者
※
定
員

に
満
た
な
い
場
合
は
一
般
も
受
講
可

▼�

申
込
期
限
…
４
月
20
日
㈮
ま
で
（
平
日

1えびは背わたを除き茹で、殻をむき縦半分に切る。レタスは 12㌢に切る。
2�トマトは１㌢角に切り小鍋に入れ、Ａを加えて混ぜる。中火にかけ
　１分程度加熱する。好みでレモン汁を加え混ぜ器に盛る。
3�水にくぐらせたライスペーパーに、えび、大葉、キュウリを置く。
　ロール状に巻いたレタスをのせ、左右を折りしっかり巻く。
4器に盛り付け、2をつけて食べる

ライスペーパー����２枚
レタス�������� 80g
キュウリ…����� 1/3 本
えび…�������小３尾
大葉…��������４枚
トマト……������ 60g

おろしニンニク…���少々
砂糖������ 小さじ 1/2
酢������� 大さじ 1/2
片栗粉����� 小さじ 1/2
一味唐辛子������少々
レモン汁���� 大さじ 1/2

生春巻きトマトだれ
いきいきキッチン

【1人分…73kcal ／食塩相当量 0.1g】■材料（２人分）

問久慈市食生活改善推進員協議会　☎ 61－3315

納税だより
市税は納期内に納めましょう

問収納対策課　☎ 52－2368

の
み
）
※
各
講
座
定
員
に
な
り
次
第
締
切

問
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
☎
53
‐
２
３
２
０

■
職
業
訓
練（
Ｏ
Ａ
実
務
）受
講
生
募
集

　

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
文
書
作
成
、
表
計

算
な
ど
事
務
処
理
の
技
能
を
習
得
し
ま
す
。

▼
期
間
…
４
月
17
日
㈫
～
７
月
13
日
㈮

▼
時
間
…
９
時
～
15
時
50
分

▼
訓
練
場
所
…
久
慈
職
業
訓
練
協
会

▼�

定
員
・
受
講
料
…
求
職
者
20
人
・
無
料

▼
応
募
締
切
…
４
月
５
日
㈭

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
久
慈
☎
53
‐
３
３
７
４

■�
第
20
回
岩
手
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
参
加
者
を
募
集

▼
開
催
日
時
…
６
月
２
日
㈯
９
時
～

▼
会
場
…
岩
手
県
営
運
動
公
園
な
ど

▼�

対
象
者
…
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
、

障
害
者
手
帳
を
持
つ
満
13
歳
以
上
の
人

▼
申
込
期
限
…
４
月
18
日
㈬

▼�

そ
の
他
…
送
迎
バ
ス
を
運
行
予
定
。
希

望
者
は
合
わ
せ
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い

問
社
会
福
祉
課�

☎
52
‐
２
１
１
９

　トマトだれは
ラップをし、レ
ンジで１分加熱
してもできます

■
ヨ
イ
歯
デ
ー
テ
レ
ホ
ン
相
談
を
開
催

　

歯
や
口
に
関
す
る
悩
み
を
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
料
は
無
料
で
す
。

▼
日
時
…
４
月
18
日
㈬
10
時
～
19
時

▼�

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
…
☎
０
１
９
‐
６
５
１

‐
７
３
４
１（
通
話
料
が
掛
か
り
ま
す
）

※�

相
談
を
受
け
付
け
た
後
、
19
時
以
降
に
歯
科

医
師
が
相
談
者
に
電
話
で
回
答
し
ま
す

問
岩
手
県
保
険
医
協
会
歯
科
部
会

�

☎
０
１
９
‐
６
５
１
‐
７
３
４
１

■�

点
訳・音
訳・録
音
図
書
の
編
集
体
験
会

　

見
え
な
い
、
見
え
に
く
い
人
の
た
め
に

図
書
な
ど
を
製
作
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

体
験
と
説
明
会
で
す
。

▼�

日
時
…
４
月
13
日
㈮
①
10
時
②
13
時　

※
各
２
時
間
程
度

▼�

会
場
…
ア
イ
ー
ナ
４
階
視
聴
覚
障
が
い

者
情
報
セ
ン
タ
ー
（
盛
岡
市
）

問
県
立
視
聴
覚
障
が
い
者
情
報
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
１
９
‐
６
０
６
‐
１
７
４
３

　４月の固定資産税を始まりに、
５月以降軽自動車税、市県民税、
国民健康保険税の納付書が送付
されます。それぞれの市税には
納期限が定められています。納
付忘れがないよう納期を確認の
上、納期限内に納付しましょう。
　市税は市役所や市内金融機関、
コンビニや東北６県のゆうちょ銀
行（郵便局）で納付することがで
きます。詳しい納付場所につい
ては納付書裏面を確認ください。
　市税の納付は口座振替が便利
です。ぜひご利用ください。

元気健康だより
発達障害への理解を深めましょう
問社会福祉課障がい福祉係☎ 52－2119

 
 

お
知
ら
せ

A（

４月２日は「世界自閉症啓発
デー」、４月２日～８日は「発
達障害啓発週間」です

　自閉症をはじめとする発達障
がいは、脳機能に関係する障が
いです。発達の偏りやゆがみな
ど、生まれもった特性は人によ
りさまざまですが、相手の気持
ちを理解することや、場面に応
じた適切な言葉使いが苦手な人
が多く、コミュニケーションや
対人関係で困難さを抱えている
場合があります。また、得意な
ことと苦手なことの差が大きい
ため、周りから「努力不足」「し
つけが悪い」などの誤解が生じ
ていることがあります。
　大切なことは、何が苦手なの
か、どう工夫すればいいのか、
「その人自身」に目を向けるこ
とです。周囲の気づきと正しい
理解、一人ひとりの特性に合っ
たサポートにより、社会で生き
ていく力を身につけ、特性を大
切にしながら自分に自信をもっ
て生活していくことができます。
　障がいのある人もない人も、
誰もが自分らしく、安心して幸
せに暮らせる社会となるよう、
この機会に発達障がいへの理解
を深めましょう。

講
座
名

開
始
日

回
数
定
員

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー

５
月
７
日
㈪

５

20

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

５
月
８
日
㈫

５

30

美
文
字
（
前
期
）

５
月
９
日
㈬

５

15

履
歴
書
・
職
務
経
歴
書

５
月
22
日
㈫

１

20

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

５
月
26
日
㈯

１

20

珈
琲

６
月
10
日
㈰

１

15

羊
毛
フ
ェ
ル
ト

６
月
11
日
㈪

５

15

華
道
（
前
期
）

６
月
13
日
㈬

５

20

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ヨ
ガ(

前
期)

６
月
13
日
㈬

５

30

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

６
月
14
日
㈭

５

20

ビ
ジ
ュ
ー
ア
ク
セ
サ
リ
ー
７
月
５
日
㈭

１

10

が
ま
口

７
月
13
日
㈮

３

15

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

７
月
20
日
㈮

５

15

バ
ラ
ン
ス
メ
イ
ク

７
月
23
日
㈪

１

15

手
作
り
パ
ン

７
月
28
日
㈯

１

15

広報くじ№29025



地
内
）
を
平
成
32
年
ま
で
施
工
し
て
い
く

た
め
、
工
事
の
概
要
や
道
路
の
利
用
形
態
、

安
全
対
策
な
ど
を
含
め
た
工
事
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
…
４
月
６
日
㈮
18
時
～

▼�

会
場
…
防
災
セ
ン
タ
ー
３
階
防
災
教
育

ホ
ー
ル

問�

三
陸
国
道
事
務
所
久
慈
維
持
出
張
所
監

督
官
室�

☎
53
‐
２
７
９
０�

■�

障
害
者
雇
用
義
務
の
対
象
に
精
神
障

害
者
が
加
わ
り
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
、
障
害
者
雇
用
義
務
の

対
象
に
精
神
障
害
者
が
加
わ
り
、
法
定
雇

用
率
が
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
変
更
に
伴
い
、

障
害
者
雇
用
義
務
の
民
間
企
業
の
範
囲
が

従
業
員
45
・
５
人
以
上
に
変
わ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼�

法
定
雇
用
率
…
①
民
間
企
業
２
・
２
％

②
国
、
地
方
公
共
団
体
等
２
・
５
％
③

都
道
府
県
等
の
教
育
委
員
会
２
・
４
％

問
岩
手
労
働
局
職
業
対
策
課

�

☎
０
１
９
‐
６
０
４
‐
３
０
０
５

INFORMATION

■�

久
慈
企
業
限
定
！
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

in
ア
イ
ー
ナ（
盛
岡
市
）

　

参
加
企
業
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
や
会
社
説
明
を
行
い
ま
す
。
参
加
事
前

登
録
は
不
要
で
す
。

▼�

日
時
…
４
月
８
日
㈰
13
時
30
分
～

▼�

会
場
…
ア
イ
ー
ナ
８
０
２
会
議
室

▼�

対
象
…
来
年
３
月
に
大
学
院
、大
学
、短

大
、高
専
、専
門
・
専
修
学
校
を
卒
業
予

定
の
学
生
、既
卒
者
及
び
一
般
求
職
者

問
久
慈
市
雇
用
開
発
促
進
協
議
会

�

☎
75
‐
３
８
９
１

■
ご
利
用
く
だ
さ
い
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
」

　

施
設
入
所
者
以
外
で
重
度
の
障
が
い
を

持
つ
人
に
、
市
で
は
タ
ク
シ
ー
料
金
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

▼�

対
象
者
…
次
の
い
ず
れ
か
の
手
帳
を
持

つ
人
①
身
体
障
が
い
１
・
２
級
②
知
的

障
が
い
Ａ
③
精
神
障
が
い
１
級

▼�

申
請
方
法
…
社
会
福
祉
課
窓
口
に
、
障

害
者
手
帳
と
印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い

問
社
会
福
祉
課�

☎
52
‐
２
１
１
９

■
学
校
体
育
施
設
の
無
料
開
放

　

利
用
希
望
者
は
４
月
13
日
㈮
ま
で
に
各

学
校
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼�
開
放
校
…
①
小
学
校
８
校
（
久
慈
、
久

慈
湊
、
長
内
、
小
久
慈
、
夏
井
、
平
山
、

霜
畑
、
来
内
）
②
中
学
校
７
校
（
久
慈

※
、
長
内
※
、
大
川
目
※
、
侍
浜
、
宇

部
、
三
崎
、
山
形
※
）

※
印
は
屋
外
運
動
場
照
明
施
設
の
設
置
校

▼�

期
間
…
４
月
15
日
㈰
～
平
成
31
年
３
月

15
日
㈮
ま
で
※
年
末
年
始
を
除
く

▼�

時
間
…
①
屋
外
運
動
場
／
５
時
～
７

時
・
16
時
30
分
～
19
時
（
土
日
祝
日
は

５
時
～
19
時
）
※
照
明
施
設
が
あ
る
場
合

は
21
時
ま
で
②
体
育
館
／
17
時
～
21
時

（
土
日
祝
日
は
９
時
～
21
時
）

問
生
涯
学
習
課�

☎
52
‐
２
１
５
６

■�

三
陸
沿
岸
道
路
「
長
内
地
区
道
路
工

区
」
工
事
説
明
会
を
開
催

　

三
陸
沿
岸
道
路
「
野
田
久
慈
道
路
」
に

お
い
て
、
国
道
45
号
長
内
地
区
道
路
工
事

（
長
内
町
第
19
地
割
～
新
井
田
第
５
地
割

☎0194－75－3722

小児科・アレルギー科・内科
診療案内  

休診日：水曜・祝日
病児保育室を開設
しております。（　 　）

４/６ ㈮ 午前
４/27 ㈮ 午後
臨時休診
4/29㈰ 
当番医

長内館・川貫館・野田館

2/１６〜3/１５ 届け出分（敬称略）

♥結婚おめでとう� （ ）内は旧姓

★誕生おめでとう�（ ）内は保護者名

◆お悔み申し上げます�（ ）内は年齢

■�休日当番医変更
のお知らせ

　４月８日と15日の当番医療機関が次のとおり変更になりました。当番薬局は変更ありません。
▶変更後…８日 /金子クリニック（☎ 61-1005）　15日 /しろと内科循環器科クリニック（☎ 61-3330）



■人口と世帯数（２月28日現在）
○人　口… 35,624人� 　 （－ 34）
　　男　… 17,174人� 　 （－ 11）
　　女　… 18,450人� 　 （- 23）
○世　帯… 15,608世帯�  （+  5）
� ※（　）内は前月比

■市内の火災
○発生件数…  2件� （   4 /+  1）
○死傷者数…  0人� （   0 /±  0）
■救急活動
○出動件数… 96件� （ 225 /+ 38）
　交通事故…  8件� （  20 /+ 13）
　急　　病… 73件� （ 162 /+ 30）
　そ の 他… 15件� （  43 ／-  5）
■市内の交通事故など
○発生件数… 72件� （ 128 ／- 68）
　人身事故…  6件� （  12 ／+  8）
　物損事故… 66件� （ 116 ／- 76）
○死 亡 者…  1人� （   2 ／+  2）
○負 傷 者…  9人� （  16 ／+ 11）
○飲酒運転
　検挙者数…  1人� （   1 ／±  0）
　◇地域別…　小久慈分会１人
■市内の犯罪状況など
○総数…21件（うち空き巣被害5件）
■ごみの状況
年間処理費見込み…３億８百万円
総 量…   805㌧� （  1799 ／－　54）
可燃ごみ…   678㌧� （  1528 ／－　45）
不燃ごみ…   38㌧� （ 　  84 ／+　　1）
資源物…   89㌧� （ 　　187 ／+　10）
◇一人一日当たり排出量
� …  807㌘（前年同期 +15㌘）
※（ ）内は、１月からの累計/前年同期との比較

２月のデータ

日
ま
で
②
平
成
28
年
久
慈
市
台
風
災
害

義
援
金
／
平
成
30
年
８
月
31
日
ま
で

問
社
会
福
祉
課�

☎
52
‐
２
１
１
９

■
固
定
資
産
税
の
縦
覧

　

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
と
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
し
ま
す
。
手
数
料
無
料
。

▼�

期
間
…
４
月
２
日
㈪
～
５
月
１
日
㈫

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

▼�

会
場
…
税
務
課
、
山
形
総
合
支
所
住
民

生
活
課

▼�

対
象
者
…
①
市
内
に
所
在
す
る
土
地
ま

た
は
家
屋
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者
②

固
定
資
産
税
の
納
税
管
理
者
③
納
税
者

の
代
理
人
（
委
任
状
が
必
要
）

問
税
務
課�

☎
52
‐
２
１
１
４

■
市
役
所
本
庁
舎
の
全
面
禁
煙
に
つ
い
て

　

市
で
は
受
動
喫
煙
対
策
の
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
、
４
月
１
日
か
ら
久
慈
市
役

所
本
庁
舎
建
物
内
を
全
面
禁
煙
と
し
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
財
政
課�

☎
52
‐
２
１
１
２

■
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
設
置
し
ま
し
た

　

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
に
「
メ
モ
リ

ア
ル
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
」
を
設
置
し
ま
し

た
。
市
の
花
で
あ
る
「
つ
つ
じ
」
の
色
彩

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
バ
ッ
ク
パ
ネ
ル
の
ほ
か
、

婚
姻
の
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
花
で
飾
っ

た
ボ
ー
ド
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
活
用
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課�

☎
52
‐
２
１
１
７

■
災
害
義
援
金
の
募
集
期
間
を
延
長

　

市
で
は
災
害
義
援
金
の
募
集
期
間
を
延

長
し
、
社
会
福
祉
課
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼�

募
集
期
間
…
①
東
日
本
大
震
災
久
慈
市

地
震
災
害
義
援
金
／
平
成
31
年
３
月
31

■放射線量率（３月８日測定）
�測定場所…市役所・山形総合支所

測定位置 平均値
３月測定 ２月測定

地上高１ⅿ 0.070 0.060
地上高50㎝ 0.070 0.060
地上高５㎝ 0.070 0.060

※測定単位はマイクロシーベルト毎時
◆国の定める基準…0.23 マイクロシーベルト毎時

編
集
後
記

　無料アプリ「マチイロ」を利用して
スマートフォンなどで「広報くじ」を閲
覧できるようになりました。
■利用方法
① AppstoreまたはGoogleplayのサイ
トで「マチイロ」と検
索するか、ＱＲコード
を読み込んでダウン
ロードする

②�アプリを起動し、簡単な個人設定
をすれば利用できます

で広報紙を読もう

※�１「ｉ広報紙」を利用中の場合、アップデー
トにより新アプリに切り変わるので新たに
ダウンロードする必要はありません

※�２ アプリのダウンロードは無料ですが、
通信料は利用者の負担になります

※�３「マチイロ」は株式会社ホープが作成し
たアプリです。アプリの閲覧中には広告が
表示されますが、その内容に市は一切責任
を負いません

問地域づくり振興課　☎ 52－2116

●広告掲載に関する問い合わせは
㈱レーベル ' ホールディングス（☎ 52‒0041）まで

ちだ医院小児科・内科
アレルギー科

その他の時間変更はWEBにてご確認下さい。

4 月のお知らせ
 １ ㈰ 休日当番医
11㈬ 休診
14㈯ 受付11：00まで
26㈭ 受付16：00まで
28㈯ 休診

※受付
　17：00まで

久慈ひまわり基金
法律事務所

債務整理

成年後見 不動産 交通事故

相続 遺言 離婚

など何でもご相談下さい

営業時間　平日： ～ ：
久慈市川崎町 　YKビル1階

※要予約
TEL

QRコード

　

こ
の
た
び
、
人
生
二
度
目
の
広
報
卒
業
を
迎
え
ま
し

た
。
写
真
、
文
章
が
成
長
し
た
と
は
口
が
裂
け
て
も
言

え
ま
せ
ん
が
、
人
と
の
つ
な
が
り
は
育
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

（
広
崎
）

　

雪
も
解
け
て
市
内
は
す
っ
か
り
春
模
様
。
も
う
す
ぐ

桜
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。
桜
と
い
う
曲
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
私
が
真
っ
先
に
思
い
浮
か
べ
る
の
は

こ
の
曲　

Ｊジ

ャ

ン

ヌ

ａ
ｎ
ｎ
ｅ　
Ｄダ
ａ　
Ａル

ク
ｒ
ｃ
「
桜
」�（
中
野
）

広報くじ№29027



問題１　３月末に閉校した市内の小
　　　　学校は？
　　　　
問題２　�４月から指定管理者制度を

導入する市民センターは？
▶�応募方法…はがきに問題の答え・住所・
氏名・年齢・電話番号と広報くじの意見
や感想などを明記して下記まで

〒 028-8030　
久慈市川崎町 1 番 1 号　地域づくり振興課
▶締め切り…４月 16 日 ㈪ 消印有効
▶賞品…図書カード 500 円分（抽選で 5人）
▶�当選発表…賞品の発送をもって代えさせ
ていただきます

〇 12月１日号の答え
　問１　海猫トロッコ　/　問２ K ターン

答えは紙面の中に

北
い
わ
て
は

広
報

 く
じ

４
月
１
日
号
　

N
o290

発
行

／
久

慈
市

　
編

集
／

総
合

政
策

部
　

印
刷

／
㈲

九
戸

印
刷

〠
０２８−８０３０　

久
慈

市
川

崎
町

１
番

１
号

　
☎

０１９４−52−２１１１　
ＦＡＸ

０１９４−５２−３６５３　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ド
レ

ス
　

http://www.city.kuji.iwate.jp/ 

１

２
月
25
日
、
ア
ン
バ
ー
ホ
ー
ル

で
第
５
回
北
い
わ
て
学
生
デ

ザ
イ
ン
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
（
一

般
社
団
法
人
北
い
わ
て
ア
パ
レ
ル
産

業
振
興
会
）
が
開
催
さ
れ
、
ア
パ
レ

ル
関
係
者
や
市
民
な
ど
約
１
０
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。		



　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
は
久
慈
市

や
二
戸
市
な
ど
県
北
地
域
の
縫
製
業

者
や
文
化
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
大
学
院
大

学
の
学
生
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
の

「
の
ん
」
さ
ん
な
ど
が
デ
ザ
イ
ン
や

製
作
し
た
衣
装
を
、
プ
ロ
の
モ
デ
ル

が
身
に
ま
と
っ
て
ラ
ン
ウ
ェ
イ
を
練

り
歩
き
、
華
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
で
観

衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

学
生
デ
ザ
イ
ン
の
部
門
で
は
、
県

内
の
高
等
学
校
や
大
学
な
ど
か
ら
応

募
の
あ
っ
た
３
５
３
作
品
か
ら
優
秀

賞
・
奨
励
賞
が
そ
れ
ぞ
れ
10
点
選
出

さ
れ
表
彰
。
優
秀
賞
の
デ
ザ
イ
ン
画

を
も
と
に
、
実
際
に
衣
装
が
製
作
さ

れ
ま
し
た
。
市
内
か
ら
は
奥お

く
ち地

伶れ

な凪

さ
ん
（
久
慈
東
高
１
年
）
が
優
秀
賞
、

大
芦
千ち

は

る陽
さ
ん
（
久
慈
東
高
１
年
）

が
奨
励
賞
を
受
賞
。
奥
地
さ
ん
の
作

品
は
金
賞
に
あ
た
る
岩
手
県
知
事
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

１／学生デザインの優秀賞受賞者。中央は最優秀賞に輝いた三浦明莉さん（花巻南高校３年）の「みどりーマン」　２／県北地域の女
性で結成された「北いわて仕立て屋女子会」第２期メンバーがデザインした衣装でポーズを決める子どもたち　３／達増拓也知事も衣
装をまとってあいさつ　４／「のん」さんがデザインした衣装に身を包み、モデルの大役を務めた久慈東高等学校３年生の崎廣遙さん

銀河

大芦 千陽さん 奥地 伶凪さん
（久慈東高１年）

優良賞 優秀賞

（久慈東高１年）

久慈の海

２３

４

　　　　
ア
パ
レ
ル
の
聖
地
だ


